
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ガイド部挿入部と装着部とを有する電子写真画像形成装置本体に着脱可能であって、電子
写真感光体に形成された静電潜像を現像剤を用いて現像するための現像部材と、前記現像
剤を収納する現像剤収納部と、を有する現像カートリッジに用いられるシャッターにおい
て、
　前記現像部材がカートリッジフレームから露出する部分をカバーするカバー位置と、前
記カバー位置から退避して前記現像部材の一部分を前記カートリッジフレームから露出さ
せる退避位置との間を移動可能であって、複数個の取り付け部と、前記現像剤収納部に収
納されている現像剤の色に応じた前記装着部に装着されようとする際には進入し得て、前
記装着部以外の装着部に装着されようとする際には前記装置本体の一部に当たって進入で
きない現像カートリッジ識別部であって、前記複数個の取り付け部のうち前記現像剤収納
部に収納されている現像剤の色に応じた取り付け部に選択して取り付けられている前記現
像カートリッジ識別部と、長手方向一側端に設けられた直線状のガイド部と、を有し、
　前記シャッターを用いた前記現像カートリッジが前記現像剤収納部に収納されている現
像剤の色に応じた前記装着部以外の装着部に装着されようとする際には、前記ガイド部の
先端が前記ガイド部挿入部の途中まで達すると前記現像カートリッジ識別部が前記装置本
体の一部に当たって前記現像カートリッジをそれ以上直線状に進めなくすることを特徴と
するシャッター。
【請求項２】
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　前記シャッターは、前記カートリッジフレームの長手方向両端に取り付けられており、
前記シャッターの一端側は前記カートリッジフレームの長手方向一端側に設けられた突出
部に回動可能に取り付けられており、また、前記シャッターの他端側は前記長手方向他端
側に設けられた突出部に回動可能に取り付けられていることを特徴とする請求項１に記載
のシャッター。
【請求項３】
　ガイド部挿入部と装着部とを有する電子写真画像形成装置本体に着脱可能であって、電
子写真感光体に形成された静電潜像を現像するための現像カートリッジにおいて、
（ａ）カートリッジフレームと、
（ｂ）前記静電潜像を現像剤を用いて現像するための現像部材と、
（ｃ）前記現像剤を収納する現像剤収納部と、
（ｄ）前記現像部材が前記カートリッジフレームから露出する部分をカバーするカバー位
置と、前記カバー位置から退避して前記現像部材の一部分を前記カートリッジフレームか
ら露出させる退避位置との間を移動可能であって、複数個の取り付け部と、前記現像剤収
納部に収納されている現像剤の色に応じた前記装着部に装着されようとする際には進入し
得て、前記装着部以外の装着部に装着されようとする際には前記装置本体の一部に当たっ
て進入できない現像カートリッジ識別部であって、前記複数個の取り付け部のうち前記現
像剤収納部に収納されている現像剤の色に応じた取り付け部に選択して取り付けられてい
る前記現像カートリッジ識別部と、長手方向一側端に設けられた直線状のガイド部と、を
有し、
　前記現像カートリッジが前記現像剤収納部に収納されている現像剤の色に応じた前記装
着部以外の装着部に装着されようとする際には、前記ガイド部の先端が前記ガイド部挿入
部の途中まで達すると前記現像カートリッジ識別部が前記装置本体の一部に当たって前記
現像カートリッジをそれ以上直線状に進めなくするシャッターと、
を有することを特徴とする現像カートリッジ。
【請求項４】
　前記シャッターは、前記カートリッジフレームの長手方向両端に取り付けられており、
前記シャッターの一端側は前記カートリッジフレームの長手方向一端側に設けられた突出
部に回動可能に取り付けられており、また、前記シャッターの他端側は前記長手方向他端
側に設けられた突出部に回動可能に取り付けられていることを特徴とする請求項３に記載
の現像カートリッジ。
【請求項５】
　複数の現像カートリッジを直脱可能であって、記録媒体に多色画像を形成する電子写真
画像形成装置において、
（ａ）電子写真感光体と、
（ｂ）ガイド部挿入部と、
（ｃ）装着部と、
（ｄ）カートリッジフレームと、
　前記電子写真感光体に形成された静電潜像を現像剤を用いて現像するための現像部材と
、
　前記現像剤を収納する現像剤収納部と、
　前記現像部材が前記カートリッジフレームから露出する部分をカバーするカバー位置と
、前記カバー位置から退避して前記現像部材の一部分を前記カートリッジフレームから露
出させる退避位置との間を移動可能であって、複数個の取り付け部と、前記現像剤収納部
に収納されている現像剤の色に応じた前記装着部に装着されようとする際には進入し得て
、前記装着部以外の装着部に装着されようとする際には前記電子写真画像形成装置の装置
本体の一部に当たって進入できない現像カートリッジ識別部であって、前記複数個の取り
付け部のうち前記現像剤収納部に収納されている現像剤の色に応じた取り付け部に選択し
て取り付けられている前記現像カートリッジ識別部と、長手方向一側端に設けられた直線
状のガイド部と、を有し、
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　前記現像カートリッジが前記現像剤収納部に収納されている現像剤の色に応じた前記装
着部以外の装着部に装着されようとする際には、前記ガイド部の先端が前記ガイド部挿入
部の途中まで達すると前記現像カートリッジ識別部が前記装置本体の一部に当たって前記
現像カートリッジをそれ以上直線状に進めなくするシャッターと、
を有する現像カートリッジを取り外し可能に装着する複数の現像カートリッジ装着部と、
（ｅ）前記記録媒体を搬送する搬送手段と、
　を有することを特徴とする電子写真画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、シャッター及び現像カートリッジ及び電子写真画像形成装置に関する。
【０００２】
ここで現像カートリッジとは電子写真感光体に形成された静電潜像をトナーを用いて現像
するための現像部材及びトナーを収納するトナー収納部を一体のカートリッジとして、電
子写真画像形成装置本体に取り外し可能に装着するものをいう。
【０００３】
また、ここで電子画像形成装置とは、電子写真画像形成方法を用いて、記録媒体に画像を
形成するものをいう。そして、電子写真画像形成装置としては例えば電子写真複写機、電
子写真プリンター（例えばＬＥＤプリンター、レーザービームプリンター等）、電子写真
ファクシミリ装置、及び電子写真ワードプロセッサー等が含まれる。
【０００４】
【従来の技術】
従来、電子写真方式によって多色画像を形成する装置の構成としては、電子写真感光体で
ある感光体ドラムに対し、色の異なる現像剤（トナー）を収納した複数の現像カートリッ
ジを回転選択機構（現像ロータリー）上に配置する。そして、前記感光体ドラムに対して
所定色の現像剤を収納した現像カートリッジを対向させて現像し、この現像像を記録媒体
に転写する。更にこれらの現像転写動作を各色について行うことにより多色画像を得る方
法が提案されている。このような画像形成装置においては、前記現像カートリッジを画像
形成装置本体に対して着脱可能なカートリッジ構成とする。そして使用者自身によって現
像カートリッジの交換を可能とする。これによって、装置本体のメンテナンス作業を軽減
している。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は従来の技術を更に発展させたものである。
【００１４】
本発明の目的は、現像カートリッジが画像形成装置本体の誤った位置に装着されることを
防止することのできるシャッター、前記シャッターを有する現像カートリッジ、及び、前
記現像カートリッジを着脱可能な電子写真画像形成装置を提供することにある。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、本発明に係るシャッターの代表的な構成は、ガイド部挿入
部と装着部とを有する電子写真画像形成装置本体に着脱可能であって、電子写真感光体に
形成された静電潜像を現像剤を用いて現像するための現像部材と、前記現像剤を収納する
現像剤収納部と、を有する現像カートリッジに用いられるシャッターにおいて、
　前記現像部材がカートリッジフレームから露出する部分をカバーするカバー位位置と、
前記カバー位置から退避して前記現像部材の一部分を前記カートリッジフレームから露出
させる退避位置との間を移動可能であって、複数個の取り付け部と、前記現像剤収納部に
収納されている現像剤の色に応じた前記装着部に装着されようとする際には進入し得て、
前記装着部以外の装着部に装着されようとする際には前記装置本体の一部に当たって進入
できない現像カートリッジ識別部であって、前記複数個の取り付け部のうち前記現像剤収
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納部に収納されている現像剤の色に応じた取り付け部に選択して取り付けられている前記
現像カートリッジ識別部と、長手方向一側端に設けられた直線状のガイド部と、を有し、
　前記シャッターを用いた前記現像カートリッジが前記現像剤収納部に収納されている現
像剤の色に応じた装着部以外の装着部に装着されようとする際には、前前ガイド部の先端
が前記ガイド部挿入部の途中まで達すると前記現像カートリッジ識別部が前記装置本体の
一部に当たって前記現像カートリッジをそれ以上直線状に進めなくすることを特徴とする
。
【００２４】
【発明の実施の形態】
次に本発明の実施の形態に係る現像カートリッジ及びこれを用いる電子写真画像形成装置
（以下、画像形成装置という）について説明する。
【００２５】
以下の説明において長手方向とは記録媒体の搬送方向に略直角な方向で、且つ、記録媒体
の表面に略平行な方向をいう。
【００２６】
〔実施の形態１〕
本発明の実施の形態１について、先ず図１乃至図１９を参照して説明する。尚、図１乃至
図３は画像形成装置の構成説明図であり、図４及び図５は現像カートリッジの縦断面図、
図６、図７は現像カートリッジの斜視説明図、図８乃至図１４は現像カートリッジの装着
構成説明図である。ここで、図２、図３、図１５～１９は仮想線として点線を用いてある
。
【００２７】
尚、ここでは、先ず画像形成装置の全体構成について説明し、次に現像カートリッジの構
成について説明する。
【００２８】
（画像形成装置）
先ず、本実施の形態に係る画像形成装置の概略構成を説明する。図１は電子写真方式によ
ってカラー画像を形成する画像形成装置の一形態であるカラーレーザービームプリンタの
側面図である。一定速度で回転するドラム形状の電子写真感光体（以下、感光体ドラムと
称す）１の表面を帯電手段２で一様に帯電する。そして、前記感光体ドラム１に露光手段
３から画像情報に応じたレーザー光を照射して潜像を形成し、その潜像を４個の現像カー
トリッジＤｍ，Ｄｃ，Ｄｙ，Ｄｂ（併せてＤと記す）で現像する。そして、感光体ドラム
１に形成された現像画像は順次ベルト状の中間転写ユニット４に重ねて転写されてカラー
画像が形成される。このカラー画像は、給送部から搬送手段５によって搬送される記録媒
体Ｐに（例えば、記録紙、ＯＨＰシート等）を転写手段６によって転写される。そしてそ
の記録媒体Ｐを定着手段７へ搬送してカラー画像を定着し、装置上面の排出部８へ排出す
る。
【００２９】
次に前記各部の構成について具体的に説明する。
【００３０】
先ず感光体ドラム１はプロセスカートリッジＵとして、現像剤（以下「トナー」という）
の像を中間転写ユニット４に転写した後に感光体ドラム１に残留したトナーを除去するた
めのクリーニング手段９の容器状の枠体９ａと一体的に構成されている。このプロセスカ
ートリッジＵは画像形成装置本体３０に対して取り外し可能に装着されており、使用者自
身によって感光体ドラム１の寿命に合わせて交換することができる。
【００３１】
前記感光体ドラム１は直径約５０ｍｍのアルミニウムシリンダーの外側に有機光導電体層
を塗布して構成し、感光体ドラム１のホルダーを兼ねるクリーニング手段９の容器状の枠
体９ａに回転自在に支持されている。この感光体ドラム１の周上には、感光体ドラム１上
に残留したトナーを掻き取り除去するためのクリーニングブレード９ｂ、更には帯電手段
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２が配設されている。したがって、本実施の形態においては、感光体ドラム１、クリーニ
ング手段９、及び、帯電手段２が一体にカートリッジ化されて装置本体３０に着脱可能な
プロセスカートリッジＵを構成している。
【００３２】
また、感光体ドラム１は駆動モータ２４Ｍ（図２１参照）の駆動力を伝達することにより
、画像形成動作に応じて図１において反時計回り方向へ回転する。
【００３３】
本実施の形態に係る帯電手段２は、所謂接触帯電法を用いたものであり、感光体ドラム１
の表面に接触して回転する帯電部材としての導電性ローラに電圧を印加することによって
感光体ドラム１の表面を一様に帯電させるものである。
【００３４】
前記帯電された感光体ドラム１へ露光を行う露光手段３は、画像信号が図示しないレーザ
ーダイオードに与えられると、このレーザーダイオードが画像信号に対応する画像光をポ
リゴンミラー３ａへ照射する。このポリゴンミラー３ａはスキャナーモータ３ｂによって
高速回転し、該ミラー３ａで反射した画像光が結像レンズ３ｃ及び反射ミラー３ｄを介し
て一定速度で回転する感光体ドラム１の表面を選択的に露光して静電潜像を形成する。
【００３５】
前記潜像は現像カートリッジ（現像装置）Ｄによって各色毎に現像される。この現像カー
トリッジＤの構成については後述する。
【００３６】
現像カートリッジＤによって現像されたトナー像は、中間転写ユニット４へ転写される。
第２の像担持体としての中間転写ユニット４は、感光体ドラム１から順次に１次転写され
て重ねられた複数のトナー像を、一括して記録媒体Ｐに２次転写するものである。中間転
写ユニット４は、矢印Ｒ４方向に走行する中間転写ベルト４ａを備えている。本実施の形
態の中間転写ベルト４ａは、周長約４４０ｍｍのベルトであり、駆動ローラ４ｂ、２次転
写対向ローラ４ｃ、従動ローラ４ｄの３本のローラに掛け渡されている。従動ローラ４ｄ
に近接して中間転写ベルト４ａを感光体ドラム１に押圧する位置と中間転写ベルト４ａが
感光体ドラム１から離れる位置をとるように後退する押えローラ４ｊを備えている。中間
転写ベルト４ａは、駆動ローラ４ｂの回転によって、矢印Ｒ４方向に走行する。さらに、
中間転写ベルト４ａの外側の所定位置には、中間転写ベルト４ａの表面に接離可能なクリ
ーニングユニット４ｅが設けてあり、後述の記録媒体Ｐに一括して２次転写後に残った転
写残トナーを除去する。このクリーニングユニット４ｅは帯電ローラ４ｆを中間転写ベル
ト４ａに当接させてトナーに転写時と逆の電荷を与える。逆の電荷を付与されたトナーは
、感光体ドラム１に静電的に付着され、その後、感光体ドラム１用の後述のクリーニング
装置９によって回収されるものである。なお、中間転写ベルト４ａのクリーニング方法と
しては、上述の静電クリーニングに限らず、ブレードやファーブラシなどの機械的な方法
や、これらを併用したものと等でもよい。
【００３７】
尚、中間転写ユニット４へトナー像を転写した後に感光体ドラム１の表面に残留したトナ
ーはクリーニング手段９によって除去される。即ちこのトナーは感光体ドラム１の表面に
当接したクリーニング部材としてのクリーニングブレード９ｂによって掻き落とされて除
去トナー容器９ｃに蓄えられる。この除去トナー容器９ｃはクリーニング枠体９ａで形成
されている。この除去トナー容器９ｃに蓄えられる除去トナーの量は、感光体ドラム１の
寿命より早く除去トナー容器９ｃを満たすことがないような容量となっており、除去トナ
ー容器９ｃ内のトナーは感光体ドラム１の寿命が来た際にプロセスカートリッジＵを交換
するときに一体的に交換処理される。
【００３８】
前記中間転写ユニット４に多重転写されたトナー像を記録媒体Ｐに転写する転写手段６は
、本実施の形態では転写部材としての転写ローラを有しており、この転写ローラ６は金属
軸を中抵抗発泡弾性体で巻いて構成し、図１の上下方向に移動可能に設けられている。
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【００３９】
この転写ローラ６は前記中間転写ユニット４に４色のトナー画像が形成している間、即ち
中間転写ユニット４が複数回回転する間は、そのトナー画像を乱さぬように、図１の実線
に示す如く下方に位置して中間転写ユニット４から離れている。
【００４０】
そして、中間転写ユニット４上にトナー画像が多重転写されてカラートナー画像を形成し
終わった後、記録媒体Ｐにカラートナー画像を転写するタイミングに合わせて転写ローラ
６は図示しないカムによって図１の一点鎖線に示すように上方の位置に移動する。これに
よって転写ローラ６は記録媒体Ｐを介して中間転写ユニット４に所定の圧で押しつけられ
る。これと同時に転写ローラ６にバイアス電圧が印加され、中間転写ユニット４上のトナ
ー像が記録媒体Ｐに転写される。
【００４１】
前記記録媒体Ｐを搬送する搬送手段５は、例えば、図１に示すように、複数枚の記録媒体
Ｐを収納した給紙カセット５ａと、ピックアップローラ５ｂ、給送ローラ５ｃ１及び重送
防止のリタードローラ５ｃ２、搬送ローラ対５ｄ、レジストローラ対５ｅ、排出ローラ対
５ｆ及び搬送ガイド５ｇを備えている。
【００４２】
画像形成時にはピックアップローラ５ｂが画像形成動作に応じて駆動回転し、給紙カセッ
ト５ａ内の記録媒体Ｐを一枚ずつ分離して給送する。そして給紙カセット５ａから送り出
されて記録媒体Ｐを搬送ガイド５ｇによってガイドし、搬送ローラ対５ｄを経由してレジ
ストローラ対５ｇに至らせる。画像形成動作中にレジストローラ５ｅは、記録媒体Ｐを静
止待機させる非回転動作と、記録媒体Ｐを中間転写ユニット４に向けて搬送する回転動作
とを所定のシーケンスで行い、次工程である転写工程時の画像と記録媒体Ｐとの位置合わ
せを行い、前述した転写手段によってカラートナー画像が転写される。
【００４３】
カラートナー画像が転写された記録媒体Ｐは定着手段７へ搬送されてトナー画像が定着さ
れる。この定着手段７は記録媒体Ｐに熱を印加するための定着ローラ７ａと、記録媒体Ｐ
を定着ローラ７ａに圧接させるための加圧ローラ７ｂからなり、両ローラ７ａ，７ｂは中
空ローラであってそれぞれ内部にヒータを有して回転駆動される。そして記録媒体Ｐに熱
及び圧力を印加しつつ搬送することによってトナー画像を記録媒体Ｐに定着する。
【００４４】
そして、トナーが定着された記録媒体Ｐは搬送手段を構成する排出ローラ対５ｆによって
排出部８へ排出される。
【００４５】
（現像カートリッジ（現像装置））
次に前記感光体ドラム１に形成した潜像を現像するための現像カートリッジの構成につい
て説明する。
【００４６】
この画像形成装置はフルカラー画像を形成するために、マゼンタ、シアン、イエロー、ブ
ラックの各色の現像を可能とするために４個の現像カートリッジＤ（Ｄｍ，Ｄｃ，Ｄｙ，
Ｄｂ）を有する。この現像カートリッジＤは、図１～図３に示すように、軸１０を中心と
して回転するロータリーユニット１１にそれぞれ取り外し可能に装着されている。そして
画像形成に際しては、各現像カートリッジＤがロータリーユニット１１に保持された状態
で軸１０を中心に回転移動する。そして、所定の色トナーを収納している現像カートリッ
ジＤが感光体ドラム１に対向した位置で止まる。更に、後述する現像ローラが感光体ドラ
ム１に対して微小間隔（約３００μｍ程度）をもって対向するように位置決めされた後、
感光体ドラム１の静電潜像に対応してトナーを供給して前記潜像を現像する。
【００４７】
カラー画像形成時には、中間転写ユニット４の１回転毎にロータリーユニット１１が回転
して、マゼンタ色トナーを収納しているマゼンタ現像カートリッジＤｍ，シアン色トナー
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を収納しているシアン現像カートリッジＤｃ、イエロー色トナーを収納しているイエロー
現像カートリッジＤｙ、ブラック色トナーを収納しているブラック現像カートリッジＤｂ
の順で現像工程がなされる。尚、ブラック色トナーは磁性トナーであり、その他の色トナ
ーは非磁性トナーである。
【００４８】
図４は現像カートリッジＤ（例えばイエロー現像カートリッジＤｙ）が感光体ドラム１に
対向した現像位置に位置決め静止している状態を示している。この現像カートリッジＤは
、前記感光体ドラム１にトナーを供給するトナー担持体である現像部材としての現像ロー
ラ１２と、該現像ローラ１２に供給するトナーを収納するトナー収納部６３ａを有する。
また、現像ローラ１２を支持するための、複数のフレームを結合したカートリッジフレー
ム６３と、現像ローラ１２を露出させるための、このカートリッジフレーム６３に設けら
れた開口を開閉可能なシャッター６４を有しいる。更に、前記トナー収納部６３ａ内には
トナー送り部材１５が設けてある。尚、新規現像カートリッジには、前記トナー収納部６
３ａ内に収納されているトナーが漏れ出ないように、トナーシール２７が取り付けられて
いる。そこで使用者は、新規現像カートリッジＤを装置本体３０に装着するのに先立って
、前記トナーシール２７を引き剥がしてトナー収納部６３ａを開封する。これによってト
ナー収納部６３ａ内のトナーは現像ローラ１２へ供給可能となる。
【００４９】
さて、装置本体３０から駆動力を得て、前記トナー送り部材１５が回転してトナー収納部
６３ａ内のトナーを現像ローラ１２に送り込む。現像ローラ１２はアルミニウムローラを
回転可能にしたものであり、この現像ローラ１２の周面には現像ブレード１６が圧接して
いる。このため、現像ローラ１２が図４の時計回り方向へ回転すると、その周面にトナー
が薄層塗布され、且つ該トナーへ電荷が付与（摩擦帯電）される。
【００５０】
そして、潜像が形成された感光体ドラム１と対向した現像ローラ１２に装置本体３０から
供給された現像バイアスを印加することにより、潜像に応じてトナー画像を感光体ドラム
１上に形成することができる。
【００５１】
また、各現像カートリッジＤの各現像ローラ１２は、それぞれの現像カートリッジＤが現
像位置に移動されたときに、画像形成装置本体３０に設けられた各色現像用高圧電源及び
駆動源と接続され、各現像カートリッジＤ毎に順次選択的に現像バイアス電圧が印加され
ると共に、駆動力が伝達されて現像ローラ１２等が回転する。
【００５２】
図４に示すマゼンタ現像カートリッジＤｍ、シアン現像カートリッジＤｃ、及びイエロー
現像カートリッジＤｙは同じ構成である。これらの色現像カートリッジＤｍ，Ｄｃ，Ｄｙ
は何れも現像ローラ１２の周面と互いに逆方向に移動する周面を持つ塗布ローラ１９をカ
ートリッジフレーム６３の現像フレーム６３Ａに回転自在に備えている。
【００５３】
図５に示すブラック現像カートリッジＤｂは塗布ローラを有しない。そして現像ローラ１
２へはトナーが現像ローラ１２の内部に組み込んだマグネット（図示されない）の磁力及
び付着力で付着する。そして現像ローラ１２の周面に接する現像ブレード１６によってト
ナーの層厚を規制されると共に摩擦帯電電荷がトナーに生ずる。尚、前記各現像カートリ
ッジＤｍ，Ｄｃ，Ｄｙは、現像ローラ１２の内部にマグネットを備えてはいない。これは
、ブラック色トナーは磁性トナーであり、マゼンタ色、シアン色、及びイエロー色トナー
は非磁性トナーであることによる。
【００５４】
（現像カートリッジの画像形成装置本体への装着）
次に、前記現像カートリッジＤを画像形成装置本体３０へ装着するための構成について説
明する。図１及び図１３、図１４に示すように、画像形成装置本体３０の所定位置には現
像カートリッジＤの長手方向以上の幅を有する挿入口１７が設けてあり、この挿入口１７
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にカバー１８が開閉可能に取り付けてある。尚、通常はカバー１８によって挿入口１７を
閉鎖している。
【００５５】
また、装置本体３０には現像装置交換スイッチ（図示せず）が設けてある。そこでトナー
の消耗等の理由によって現像カートリッジＤを交換する際に使用者が前記スイッチを押す
と、ロータリーユニット１１が固定の中心軸１０上で回転して交換したい色の現像カート
リッジＤの１つが前記挿入口１７の位置まで移動する。
【００５６】
使用者が前記カバー１８を開くと、図１４に示すように画像形成装置本体３０内の片側に
は現像カートリッジＤの装着手段を構成するガイド５９がロータリーユニット１１の周方
向を等配して４箇所に設けられている。一方、現像カートリッジＤのシャッター６４には
、図６、図７、図８、図１０に示すように、ガイド部７０が設けてある。そこで使用者が
このガイド部７０を前記ガイド５９に沿わせて挿入することにより、現像カートリッジＤ
を画像形成装置本体３０に挿入することができる。尚、前記ガイド部７０は、現像カート
リッジＤの長手方向（現像ローラ１２の回転軸方向）片側にのみ設けられている。したが
って前記ガイド５９もロータリーユニット１１の一方の壁面１１ａにのみ設けられている
。また、ロータリユニット１１の長手方向の両方の壁面１１ａ，１１ｅには円弧リブ２６
ａ，５９ｅが設けられ、現像カートリッジＤの長手方向両側面にはこの円弧リブ２６ａ，
５９ｅ内に嵌合する突出部６３ｃ，６３ｇが設けられている。
【００５７】
ここで現像カートリッジＤは、現像ローラ１２の長手方向と交差する方向から前記現像ロ
ーラ１２を前方（図１において装着後に現像ローラ１２が感光体ドラム１に対向可能な方
向）にして把手６３ｅ（図７参照）を使用者が手で把んでロータリーユニット１１に進入
される。
【００５８】
そして現像カートリッジＤを前記の如くして装置本体３０へ挿入したシャッター６４が不
動に支持された後、使用者が現像カートリッジＤを突出部６３ｃ，６３ｇを中心に回転さ
せることによって、シャッター６４が開いて現像ローラ１２がカートリッジフレーム６３
から露出して感光体ドラム１と対向し、現像可能な状態に装着される。
【００５９】
ここでロータリーユニット１１の各装着位置に装着された現像カートリッジＤは、ロータ
リーユニット１１の他方の壁面１１ｅに設けられたガイド２６の円弧状嵌合部２６ａに位
置する球面状の押し付け部材２６ｂによって長手方向へ付勢させる（駆動力受け部材２２
の設けられている側へ付勢される）。この押し付け部材２６ｂはばね（図示せず）によっ
て長手方向へ弾性的に付勢されている。そして現像カートリッジＤは、駆動側に付勢され
る。したがって現像カートリッジＤは、現像ローラ１２の長手方向において、駆動力受け
部材２２の設けられている側を基準にしてロータリーユニット１１（装置本体３０）に装
着される。
【００６０】
ここで、前記現像カートリッジＤの構成を図８～１２を用いて詳細に説明する。尚、図８
は現像カートリッジＤの斜視図であって、シャッター６４等を取り外した状態を示してい
る。また、図９、図１０はシャッター６４が閉じられた状態の現像カートリッジＤの両側
面図、図１１、図１２はシャッター６４が開かれた状態の現像カートリッジの両側面図で
ある。
【００６１】
図８に示すように、現像カートリッジＤのカートリッジフレーム６３には長手方向にわた
って開口部６３ｂが形成してあり、現像ローラ１２は前記開口部６３ｂから露出するよう
にカートリッジフレーム６３に取り付けられている。そして、カートリッジフレーム６３
の長手方向一側面６３ｈの略中央には突出部６３ｃがカートリッジフレーム６３と一体的
に形成されている。この突出部６３ｃは、後述するように現像カートリッジＤを画像形成

10

20

30

40

50

(8) JP 3679614 B2 2005.8.3



装置本体３０に挿入するときのガイド、及び、現像カートリッジＤの装置本体３０への着
脱の際の回動中心となるものである。また、前記突出部６３ｃは円筒状に形成されている
。
【００６２】
またカートリッジフレーム６３の長手方向他側面６３ｉの略中央には突出部６３ｇが、カ
ートリッジフレーム６３に取り外し可能に取り付けられている（尚、図８では取り外した
状態を示している）。尚、この突出部６３ｇは現像カートリッジＤが装置本体に装着され
た際に回転中心となる軸である。この突出部６３ｇは側面６３ｉに設けた穴６３Ｅｑに差
し込み部６３ｇ１を差し込むことによってカートリッジフレーム６３に取り付けられる。
尚、差し込み部６３ｇ１の先端に逆爪状の部分（図示せず）を有しており、カートリッジ
フレーム６３に前記逆爪部分が係合することによって突出部６３ｇはカートリッジフレー
ム６３に取り付けられる。また現像カートリッジＤがロータリーユニット１１の装着位置
に装着された際に、この突出部６３ｇの先端面６３ｇ２がロータリーユニット１１の他壁
面１１ａから弾力で突出する前述した押し付け部材２６ｂに押される。したがって現像カ
ートリッジＤは側面６３ｈの方向（図８における矢印Ｑの方向）へ押される。そこで現像
カートリッジＤは、駆動力受け部材２２の設けられた側面６３ｈを基準にしてロータリー
ユニット１１（装置本体３０）に装着される。
【００６３】
また現像ローラ１２の両側端には、スペーサコロ１２ａ，１２ｂが取り付けられている。
したがって、現像位置において、付勢手段２５（図２４参照）又はスライド部材１０ａを
付勢している圧縮コイルばね１０ｂ（図３参照）の付勢力によってスペーサコロ１２ａ，
１２ｂが感光体ドラム１の周面に押し付けられることによって、現像ローラ１２と感光体
ドラム１は所定の間隙を維持する。
【００６４】
また、ゴム等で製作された現像ブレード１６は、板金１６ａを小ねじ１６ｂによってカー
トリッジフレーム６３に取り付けられている。なお、現像ブレード１６の構成については
詳細を後述する。
【００６５】
また、現像カートリッジＤの一側面６３ｈには、ロック部材７１が取り付けられている（
但し、図８では取り外した状態で示している）。前記ロック部材７１は、前記現像手段と
しての現像ローラ１２の長手方向において前記一端側に設けられた前記カートリッジフレ
ーム６３の一側面６３ｈ部分に取り付けられている。そして前記シャッター６４の側壁６
４ｅに設けられたシャッター係合凹部６４ｔと係合するロック係合部７１ｂと、前記ロッ
ク係合部７１ｂを支持する支持部７１ａと、前記カートリッジフレーム６３の一側面６３
ｈに取り付けられている取り付け部７１ｃ，７１ｄと、を有している。尚、６３ｊ１，６
３ｊ２は側面６３ｈに設けた穴であって、前記取り付け部７１ｃ，７１ｄが差し込まれて
いる。また、前記ロック部材７１はプラスチック製の一体成形物である。そして装着位置
に装着する過程で、前記ロック部材７１の一部分であるアーム部７１ｇが装置本体３０に
設けられた固設部分と接触することによって前記支持部７１ａが撓んで前記ロック係合部
７１ｂがシャッター係合凹部６４ｔから外れて前記シャッター６４のロックを解除する。
【００６６】
尚、現像カートリッジフレーム６３の長手方向一側面６３ｈのみに、図２、図３，図６、
図８、図１０、図１２などに示すように、半球状の嵌合部である突起６３ｄが設けてある
。そして、シャッター６４にもこれに対応した位置に突起６３ｄが嵌合し得る嵌合部であ
る孔６４ｕが設けてある。このため、シャッター６４が閉じた状態では前記突起６３ｄが
孔６４ｕに嵌まり込んでいるために、前記のようにシャッター６４のロック部材７１によ
るロックが解除されても、シャッター６４に対して現像カートリッジフレーム６３が不安
定な位置に回転してしまうことはない。
【００６７】
さらに前記カートリッジフレーム６３の一側面６３ｈと他側面６３ｉには、後述する姿勢
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決めボス６３ｍ（６３ｍ１，６３ｍ２）、及びばね受け部６３ｋ（６３ｋ１，６３ｋ２）
が突出している。
【００６８】
また図９に示す通り、７３はトナーシール引き抜き把手であって、使用者が前述したトナ
ーシール２７を引き抜く際に用いられる。
【００６９】
（シャッター）
次に、シャッター６４について説明する。
【００７０】
図２５に示すように、シャッター６４の長手方向両側壁６４ｅ，６４ｆには丸孔６４ａが
設けてあり、この丸孔６４ａが前記突出部６３ｃ，６３ｇに嵌合することによってカート
リッジフレーム６３にシャッター６４が回動可能に取り付けられる。そして、図６、図７
にし示すように、シャッター６４が閉じると開口部６３ｂが閉じられて現像ローラ１２が
シャッター６４によって覆われる。現像カートリッジＤは装置本体３０から取り外されて
いる状態にあってはシャッター６４が閉じているために、現像ローラ１２に埃等が付着す
ることはなく、また現像ローラ１２等が傷つくこともない。また、現像カートリッジＤ内
に異物が侵入することもない。
【００７１】
上述のロック部材７１の支持部７１ａは溝７１ｆを設けることによって取り付け部７１ｃ
，７１ｄを設ける側を根本側として片持状にして弾性変形可能としてあり、この支持部７
１ａ先端にロック係合部７１ｂ及びロック解除用のアーム部７１ｇを設けてある。上記取
り付け部７１ｃは長手方向の円筒形であって取り付け穴６３ｊ１に嵌合する。また、取り
付け部７１ｃの回りに設けた二個所の取り付け部７１ｄ、は長手方向へ突出する角形ダボ
である。そして、夫々逆爪（不図示）を有しており、取り付け穴６３ｊ１回りに設けた角
形の取り付け穴６３ｊ２に嵌入することによりロック部材７１はカートリッジフレーム６
３の側面６３ｈに取り付けられる。
【００７２】
そして、図１２に示すようにシャッター６４が開いた状態においてロック係合部７１ｂ先
端はシャッター６４の側壁６４ｅの穴６４ａと同心の円弧部を有するカム縁６４ｎ上にあ
り、シャッター６４が閉じると、図１０に示すようにロック係合部７１ｂがシャッター６
４のカム縁６４ｎに設けた係合凹部６４ｔに係合してシャッター６４は閉鎖状態でロック
され、不用意に開いてしまうことがない。
【００７３】
そして現像カートリッジＤを画像形成装置本体３０に装着するときに前記ロックが自動的
に解除され、且つ、シャッター６４が開くようになっている。
【００７４】
（現像カートリッジの着脱）
次に、現像カートリッジＤを装置本体３０へ装着する工程、及び、装置本体３０に位置決
めする工程について、図１３～図１９を用いて具体的に説明する。
【００７５】
図１４に示すように、ロータリーユニット１１の一方の内壁面１１ａに設けた支持部材と
してのガイド５９は上方へ向って開いて傾斜した傾斜部５９ａからなるガイド挿入部５９
ｂと、略平行な直線リブ５９ｃからなる突出部挿入部５９ｄ、円弧リブ５９ｅからなる支
持部材としての嵌合部５９ｆ、及び、前記嵌合部５９ｆに連なる略平行な直線リブ５９ｇ
からなるガイド部挿入部５９ｈを有している。また、他方の内壁面１１ｅにはガイド２６
が設けられている。
【００７６】
図１３、図１４に示すようにロータリユニット１１を支持する中心軸１０にはロータリユ
ニット１１の長手方向一方端のフランジ１１ｆの内壁面１１ｅ及び他方端のフランジ１１
ｇの内壁面１１ａの近くにスライド部材１０ａが移動自在に設けられている。図１５に示
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すようにスライド部材１０ａは中心軸１０の中心と現像カートリッジＤの着脱位置におけ
る円弧リブ５９ｅの中心を結ぶ直線を対称に、この直線に平行に設けたガイド部１０ｄに
移動自在に嵌合している。このガイド部１０ｄと平行にスライド部材１０ａには長穴１０
ａ１が設けられ、この、長穴１０ａ１には中心軸１０に固定されたピン軸１０ｃが嵌合し
ており、図１５のようにガイド部材１０ａの先端円弧面１０ｅが中心軸１０の外周に連続
して一つの円となる位置と、後退して図１８に示すように中心軸１０に先端円弧面１０ｅ
を底とする凹部１０ｆを形作る位置をとるようになっている。そして、前記ガイド部１０
ｄの底とスライド部材１０ａの後端との間には圧縮コイルばね１０ｂが縮設されている。
スライド部材１０ａの先端円弧面１０ｅの幅（中心軸１０と円弧リブ５９ｅの夫々の中心
を結ぶ直線に直交し、図１８の紙面に平行な寸法）は後述の作用で現像カートリッジＤが
現像カートリッジ装着部へ装着された状態で現像カートリッジＤの姿勢決めボス６３ｍ（
６３ｍ１，６３ｍ２）が先端円弧面１０ｅ上にある大きさとなっている。
【００７７】
そして現像カートリッジＤを装置本体３０へ挿入する際には、使用者は先ず、シャッター
６４に設けたガイド部７０及び突出部６３ｃをガイド挿入部５９ｂにガイドさせながら挿
入する（図１５参照）。
【００７８】
更に現像カートリッジＤを挿入すると、図１６に示すように、現像カートリッジＤの長手
方向一側端に設けられた突出部６３ｃが突出部挿入部５９ｄの直線部分に入り込む。この
突出部６３ｃは円筒を直線リブ５９ｃと平行な角度で一部直線的にカットして二面幅とし
たカット部６３ｃ１を有しており、これが嵌合する２本の直線リブ５９ｃは前記カット部
６３ｃ１が平行に移動する方向にのみ通過可能な幅（図１４においてＷ１を示す）を有し
ている。そのため、カット部６３ｃ１が直線リブ５９ｃに嵌合して挿入されて、現像カー
トリッジＤは所定の角度（姿勢）を保って装置本体３０内へ挿入されていく。
【００７９】
そして、図１７に示すように、突出部６３ｃが円弧リブ５９ｅに至るまで挿入されると、
２箇所の傾斜部５９ａのうち一方の先端がシャッター６４をロックしているロック部材７
１のアーム部７１ｇに当接し、これを図１７に示す通り上方へ押し上げる。これによって
支持部７１ａは弾性変形してロック係合部７１ｂがシャッター６４の係合凹部６４ｔから
抜け出るため、シャッター６４のロックが解除される（即ち本実施の形態においては、前
記傾斜部５９ａは前記ロック部材７１のロック解除機能も兼ねている）。この状態でシャ
ッター６４はカートリッジフレーム６３に対して回動可能な状態となる。また、前記円弧
リブ５９ｅは円筒状突出部６３ｃが回転可能な半径を有しており、現像カートリッジＤは
円筒状突出部６３ｃを中心にして回動可能な状態となる。
【００８０】
一方、現像カートリッジＤの他側面６３ｉに設けた突出部６３ｇは、図１３に示すガイド
２６の傾斜部２６ｃにガイドされてガイド挿入部２６ｄに侵入する。更に現像カートリッ
ジＤを挿入すると、前記突出部６３ｃの場合と同様に、カット部６３ｇ３（図８参照）が
平行する対向面となるこの二つの直線リブ２６ｅ間に嵌合して挿入されて、現像カートリ
ッジＤは所定の角度（姿勢）を保って装置本体３０内へ挿入されていく。そして、突出部
６３ｇが円弧リブ（嵌合部）２６ａに至るまで挿入する。ここで、前記円弧リブ２６ａは
突出部６３ｇが回転可能な半径を有している。したがって、現像カートリッジＤは、カー
トリッジフレーム６３の長手方向の一側端は突出部６３ｃを支持部材としてのガイド５９
の円弧リブ５９ｅに支持される。また、他側端は突出部６３ｇを支持部材としてのガイド
２６の円弧リブ２６ａに支持されて、両突出部６３ｃ，６３ｇを中心にして回動可能にロ
ータリーユニット１１に支持される。
【００８１】
尚、上述の現像カートリッジＤのロータリーユニット１１へ装着に当り夫々のカートリッ
ジ装着部１４ｍ，１４ｃ，１４ｙ，１４ｂへの誤りなく現像カートリッジＤｍ，Ｄｃ，Ｄ
ｙ，Ｄｂを装着するための構成については後述する。
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【００８２】
次に、図１７に示す状態で使用者がカートリッジフレーム６３の把手部６３ｅを手で押す
と、シャッター６４はガイド部７０がガイド部挿入部５９ｈに挟まれているために固定さ
れているが、カートリッジフレーム６３は円筒状の突出部６３ｃが円弧リブ５９ｅ内で回
転可能である。また、突出部６３ｇが円弧リブ２６ａ内で回転可能であるから、前記半球
状の突起６３ｄがシャッター６４の孔６４ｕを乗り越えて所定位置まで回転する（図１７
の矢印Ｘ方向）。前述した通り本実施の形態にあっては、シャッター６４に挿入ガイド部
７０が設けてあるために、シャッター６４を固定状態にしてカートリッジフレーム６３を
容易に回転させることができる。そして、所定位置まて回転すると、後述する位置決め手
段によってカートリッジフレーム６３が位置決めされ、現像カートリッジＤが装着される
。
【００８３】
図１７で示した状態の現像カートリッジＤを矢印Ｘ方向へ回転させる際に、カートリッジ
フレーム６３の長手方向両側面６３ｈ，６３ｉに設けられた姿勢決めボス６３ｍ（６３ｍ
１，６３ｍ２）が、ロータリーユニット１１を支持する装置本体３０に固定された中心軸
１０の両端に設けられ、圧縮コイルばね１０ｂで付勢されて中心軸１０の直径をわたるガ
イド部１０ｄに移動可能に嵌合しているスライド部材１０ａを押し下げる（図１８参照）
。尚、スライド部材１０ａはガイド部１０ｄに平行な長穴１０ａ１が中心軸１０に固設さ
れたピン軸１０ｃに嵌合していて限定的にスライド移動可能である。即ち、ピン軸１０ｃ
が長穴１０ａ１の一方端に当接した状態でスライド部材１０ａの先端円弧面１０ｅがピン
軸１０の外周と同一面となっている。そして図１９に示すように、更にカートリッジフレ
ーム６３を回転させると、カートリッジフレーム６３の長手方向両側面６３ｈ，６３ｉに
設けられたばね受け部６３ｋがロータリーユニット１１の両端部に設けたばね１１ｄによ
って加圧される。これによってカートリッジフレーム６３は矢印Ｙ方向（図１９）へ回転
する力が加えられる。しかし両姿勢決めボス６３ｍがロータリーユニット１１の中心軸１
０に設けたスライド部材１０ａ突き当たっているため、カートリッジフレーム６３の姿勢
は図１９に示す装着位置で安定する。
【００８４】
すなわち、現像カートリッジＤはロータリーユニット１１の所定の装着位置に装着される
。
【００８５】
尚、１１ｊはロータリーユニット１１に設けたガイド部であって、ボス６３ｍをガイドす
る。
【００８６】
これにより、カートリッジフレーム６３に対してシャッター６４が開いて現像ローラ１２
が露出し、感光体ドラム１と対向可能となる。そして、この装着に際しては前記のように
前記半球状の突起６３ｄがシャッター６４の孔６４ｕを外れるときのクリック感により使
用者は、現像カートリッジＤの回転開始位置を認識することができる。
【００８７】
ここで、一端側の突出部６３ｃの円筒部６３ｃ２の直径はカット部６３ｃ１間の距離より
も大きいために、突出部６３ｃが円弧リブ５９ｅの位置で回転した状態では、突出部６３
ｃが直線リブ５９ｃ間から抜け出ることはない。
【００８８】
同様に他端側の突出部６３ｇの円筒部６３ｇ４の直径はカット部６３ｇ３間の距離よりも
大きいために、突出部６３ｇが円弧リブ２６ａの位置で回転した状態では、突出部６３ｇ
が直線リブ２６ｅ間から抜けでることはない。
【００８９】
一方、現像カートリッジＤを画像形成装置本体３０から取り出すときは使用者が前述した
場合とは反対方向へカートリッジフレーム６３を回転させると、カット部６３ｃ１が直線
リブ５９ｃと平行になると共に、シャッター６４が閉じる。このとき前述と同様に半球状
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の突起６３ｄが孔６４ｃに入り込むときのクリック感により、使用者は現像カートリッジ
Ｄの回転終了位置（着脱位置）を認識することができる。この状態で現像カートリッジＤ
を装置本体３０から引き抜くと、図１６に示す通りの状態となって、ロック部材７１の支
持部７１ａが弾性復帰し、ロック係合部７１ｂが係合凹部６４ｔに入り込む。これによっ
てシャッター６４が自動的にロックされる。
【００９０】
上記のように現像カートリッジＤにシャッター６４を設けることにより、現像ローラ１２
に埃が付着することを防止することができ、また、このシャッター６４にロック機構を設
けたために前記シャッター６４が不用意に開いてしまうことを防止し得る。
【００９１】
また前記シャッター６４は、画像形成装置本体３０に挿入する際には閉鎖状態を維持する
ために挿入途中で現像ローラ１２が傷つくことはない。また従来のように現像カートリッ
ジを挿入する前に使用者が手でもって現像ローラ保護部材等を取り外すような手間がかか
らない。
【００９２】
更に、現像カートリッジは画像形成装置本体３０に装着する際に、自動的にシャッターロ
ックが解除され、且つ、挿入後回転させるだけでシャッター６４が開放して現像ローラ１
２が感光体ドラム１と対向して装着が完了するために装着操作性が向上する。
【００９３】
（現像カートリッジの位置決め）
次に現像カートリッジＤの位置決めについて説明する。
【００９４】
まず図２０を用いて、付勢力受け部としてのばね受け部６３ｋ（６３ｋ１，６３ｋ２）、
及び、突き当て部としての姿勢決めボス６３ｍ（６３ｍ１，６３ｍ２）の配置について説
明する。
【００９５】
尚、現像ローラ１２の長手方向に関しカートリッジフレーム６３の一側面６３ｈ側を例に
挙げて説明するが、他側面６３ｉ側も同様である。
【００９６】
さて本実施の形態においては、ばね受け部６３ｋは、現像ローラ１２の長手方向から見た
場合に、前記現像ローラ１２の回転中心Ｍ２と前記駆動力受け部材２２の回転中心Ｍ１と
を結んだ直線Ｌ１に対して、回転中心Ｍ１を頂点として約１００度～１３０度の範囲内に
配置されている。
【００９７】
本実施の形態に則して具体的に説明すると、現像ローラ１２の長手方向から見た場合に、
前記現像ローラ１２の回転中心Ｍ２と前記駆動力受け部材２２の回転中心Ｍ１とを結んだ
直線Ｌ１と、ばね受け部６３ｋ１（６３ｋ２）のばね受け面６３ｋ３（回転中心Ｍ１を中
心とする半径方向の面上にある）と回転中心Ｍ１を結んだ直線Ｌ２とがなす角度が約１０
０度～１３０度の範囲内となるように前記ばね受け部６３ｋ１（６３ｋ２）が配置されて
いる。尚、本実施の形態においては、約１１５度に配置されている。
【００９８】
また前記ボス６３ｍ（６３ｍ１，６３ｍ２）は前記直線Ｌ１に対して、前記ばね受け部６
３ｋの設けられたのとは反対側に約１３０度～１５０度の範囲内に配置されている。
【００９９】
本実施の形態に則して具体的に説明すると、前記直線Ｌ１と、ボス６３ｍの中心６３ｍ３
と回転中心Ｍ１を結んだ直線Ｌ３とがなす角度が約１３０度～１５０度の範囲内となるよ
うに前記ボス６３ｍが配置されている。尚、本実施の形態においては、約１４０度に配置
されている。
【０１００】
このようにばね受け部６３ｋ（６３ｋ１，６３ｋ２）及びボス６３ｍ（６３ｍ１，６３ｍ
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２）を配置することによって、ばね受け部６３ｋが装置本体３０のロータリーユニット１
１に設けられた圧縮コイルばね１１ｄの弾性力を良好に受けることができる。またボス６
３ｍがピン軸１０に設けたスライド部材１０ａと良好に突き当たることができる。したが
って、現像カートリッジＤの装着位置に対する位置決めを精度良く行うことができる。
【０１０１】
尚、前記ボス６３ｍ（６３ｍ１，６３ｍ２）はカートリッジフレーム６３の側面６３ｈ，
６３ｉから約２ｍｍ～１５ｍｍ外方へ突出している。本実施の形態においては、ボス６３
ｍは約４ｍｍ突出している。
【０１０２】
また前記ばね受け部６３ｋ（６３ｋ１，６３ｋ２）は、カートリッジフレーム６３の側面
６３ｈ，６３ｉから約２ｍｍ～２０ｍｍ外方へ突出している。本実施の形態においては、
ばね受け部６３ｋ１は約１０ｍｍ、６３ｋ２は約６ｍｍ突出している。即ち、駆動力受け
側に設けられたばね受け部６３ｋ１の方が突出量が大きい。
【０１０３】
（現像カートリッジの駆動部）
次に現像カートリッジＤへの装置本体からの駆動伝達構成について説明する。
【０１０４】
図２１、図２２及び図４４に示すように、カートリッジフレーム６３の長手方向両端の両
側面６３ｈ，６３ｉに設けた突出部６３ｃ，６３ｇのうち、一方側に設けた円筒状の突出
部６３ｃの内部には現像ローラ１２へ装置本体３０からの回転駆動力を伝達するための駆
動力受け部材２２が設けてある。そして、この駆動力受け部材２２には段付駆動ギア２３
ａが一体成形されている。そして、前記ギア２３ａの大ギア２３ａ１には現像ローラ１２
の回転軸１２ｃに取り付けた現像ローラギア２３ｂが噛合しており、駆動力受け部材２２
に駆動力が伝達されると現像ローラ１２が回転する。また、前記ギア２３ａの小ギア２３
ａ２は段付のアイドラギア２３ｃを介してトナー送り部材１５の回転軸となるジャーナル
３３（図３１参照）と一体成形した撹拌ギア２３ｄと噛合し、トナー送り部材１５へも回
転力を伝達するようになっている。また、塗布ローラ１９の回転軸１９ａに固定した塗布
ローラギア２３ｅが駆動力受け部材２２と一体の小ギア２３ａ２に噛み合っている。
【０１０５】
前記駆動力受け部材２２の先端はカップリング部材２２ｄとして十文字のリブを有してお
り、この部分が後述する装置本体３０の駆動伝達部材と連結するカップリングとなってて
いる。
【０１０６】
一方、図２１に示すように画像形成装置本体３０に設けられたロータリーユニット１１に
は、前記現像カートリッジＤが装着された位置において前記駆動力受け部材２２と対向す
る同軸上に、モータ２４Ｍからの駆動力を伝達するための駆動伝達部材２４が設けられて
いる。尚、モータ２４Ｍから駆動伝達部材２４に駆動力を伝達する伝達機構については二
点鎖線で模式的に示している。この駆動伝達部材２４は、図２１に矢印イで示すように、
駆動力受け部材２２の回転軸方向へ移動可能に取り付けられており、且つ、その先端は前
記駆動力受け部材２２のリブに嵌合可能なカップリング形状に形成されている。尚、ここ
でカップリング形状とは、駆動力受け部２２に対して駆動伝達部材２４が軸方向へ移動し
たときに、両者が係合し、一方が回転すると他方も一体的に回転するように構成した形状
をいう。本実施の形態においては、前記駆動力受け部材２２に４個の凹部２２ａを設け、
一方駆動伝達部材２４には４個の凸部２４ａを設けている。そして前記凹部２２ａと凸部
２４ａが嵌合した状態で駆動伝達部材２４が回転することによって前記駆動力受け部材２
２が回転する。
【０１０７】
そして、画像形成に際しては装着された現像カートリッジＤがロータリーユニット１１の
回転によって画像形成のための現像作用位置へ移動してくると、前記駆動伝達部材２４が
移動機構（図示せず）によって駆動力受け部材２２方向へ移動し、該駆動力受け部材２２
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とカップリング連結し、現像ローラ１２等へ駆動力を伝達するようになっている。このよ
うに構成することにより、感光体ドラム１に対する現像カートリッジＤの停止位置が多少
ずれていたとしても、或いは感光体ドラム１とロータリーユニット１１の母線が多少ずれ
ていたとしても、現像カートリッジＤへの駆動力は必ず同じ位置から、しかもカップリン
グによる駆動トルクのみを伝達するために、ギアのかみ合いの狂いによるピッチムラ等を
軽減することが可能となる。
【０１０８】
次に図２３及び図２４を参照して感光体ドラム１に対する現像ローラ１２の加圧力を安定
させるための構成について説明する。なお上記図２２における駆動部材と同様の機能を果
たすものは同一符号を付して説明を援用する。
【０１０９】
前述したように、現像カートリッジＤは現像位置において画像形成装置本体３０に設けら
れた駆動伝達部材２４から駆動力受け部材２２へと回転力が伝達される。
【０１１０】
ここで、図２３に示すように、前記現像カートリッジＤが現像作用位置にあるときに、現
像カートリッジＤの前記突出部６３ｃを中心とした現像カートリッジＤの回転中心と感光
体ドラム１の回転中心とを結ぶ直線をＸ１とし、前記突出部６３ｃの回動中心と前記現像
ローラ１２の回転中心とを結ぶ直線をＸ２としたとき、突出部６３ｃの回動中心からみて
、前記駆動力受け部材２２への駆動回転方向Ｒに対して前記直線Ｘ２が前記直線Ｘ１の上
流側に位置する。
【０１１１】
このように構成することにより、現像カートリッジＤはＲ方向への回転モーメントを受け
現像ローラ１２には常に感光体ドラム１に対して食い込む方向へ力が作用し、且つ食い込
み勝手の配置となるために、現像ローラ１２は感光体ドラム１方向ヘ常に安定して押圧さ
れ、安定した現像が行われるようになる。これは、所謂接触現像においても効果的である
が、特に非接触現像においては感光体ドラム１と現像ローラ１２間に安定したギャップが
保たれるので効果的である。
【０１１２】
また、図２４に示すように、前記現像カートリッジＤが現像作用位置にあるときに、前記
現像カートリッジＤを感光体ドラム１方向へ付勢して固定する矢印方向に移動可能な付勢
手段２５を設けた場合、この付勢手段２５の付勢方向Ｑにより前記現像カートリッジＤに
生ずるモーメントの方向をＤＭとして、前記突出部６３ｃによる現像カートリッジＤの回
転中心と感光体ドラム１の回転中心を結ぶ直線をＸ１とし、突出部６３ｃの回動中心と現
像ローラ１２の回転中心とを結ぶ直線をＸ２としたとき、突出部６３ｃの回動中心からみ
て、前記モーメントの方向ＤＭに対して前記直線Ｘ２が前記直線Ｘ１の上流側に位置する
ように構成しても前記と同様の効果を得ることができる。ここで前記付勢手段２５は、前
記現像カートリッジＤの長手方向の一端側と他端側にあって、トナー収納部６３ａ側の背
面部分を押圧する。
【０１１３】
（現像カートリッジの誤装着防止手段）
現像カートリッジＤ（Ｄｍ，Ｄｃ，Ｄｙ，Ｄｂ）は夫々取り付け形状、寸法等の取り付け
部が同一であってロータリーユニット１１の複数のカートリッジ装着部のいずれにも装着
可能である。そこでロータリーユニット１１の所定色のカートリッジ装着部へ、このカー
トリッジ装着部へ装着すべき現像カートリッジ以外の他の現像カートリッジを装着できな
いようにすることによって、使用者が現像カートリッジをカートリッジ装着部へ装着する
操作性を向上することができる。図２、図３、図１３、図１４に示すようにロータリーユ
ニット１１は両端に円板状のフランジ１１ｆ，１１ｇを有しこのフランジ中心を軸１０に
より支持されている。そしてロータリーユニット１１の周方向を等配してカートリッジ装
着部１４が設けられている。このカートリッジ装着部１４は本例ではロータリーユニット
１１の周方向を四等配して設けられ、現像カートリッジＤｍ，Ｄｃ，Ｄｙ，Ｄｂが装着可

10

20

30

40

50

(15) JP 3679614 B2 2005.8.3



能なカートリッジ装着部１４ｍ，１４ｃ，１４ｙ，１４ｂとなっている。
【０１１４】
このカートリッジ装着部１４を仕切る仕切り板１１ｍ，１１ｃ，１１ｙ，１１ｂが両フラ
ンジ１１ｆ，１１ｇ間にわたされていて両フランジ１１ｆ，１１ｇを結合している。前記
仕切り板１１ｍ，１１ｃ，１１ｙ，１１ｂは図２、図３に示す断面でロータリーユニット
１１の軸方向に延在する。この仕切り板１１ｍ，１１ｃ，１１ｙ，１１ｂはフランジ１１
ｇ（駆動力受け部側）に近い端部において、各仕切り板に夫々本体識別部１１ｍ１，１１
ｃ１，１１ｙ１，１１ｂ１が設けられている。なお、図２、図３ではロータリーユニット
１１を識別部１１ｃ１の位置で軸直角断面で切断して示してあり、識別部１１ｍ１，１１
ｙ１，１１ｂ１は図に見えない。識別部１１ｍ１，１１ｃ１，１１ｙ１，１１ｂ１はロー
タリーユニット１１の軸方向について夫々異なる位置にある（図４３参照）。この識別部
１１ｍ１，１１ｃ１，１１ｙ１，１１ｂ１は夫々同一形状で仕切り板１１ｍ，１１ｃ，１
１ｙ，１１ｂの外周側の縁に切り込んだ凹部となっている。
【０１１５】
一方図２５、図４３に示すように、現像カートリッジＤのシャッター６４（６４ｍ，６４
ｃ，６４ｙ，６４ｂ）には、夫々の現像カートリッジＤを区別するためのカートリッジ識
別部６４Ｍ，６４Ｃ，６４Ｙ，６４Ｂが設けられている（図２、図３、図２５は識別部６
４Ｂを示す）。これらの識別部６４Ｍ，６４Ｃ，６４Ｙ，６４Ｂは現像カートリッジＤの
シャッター６４の円筒形外周の長手方向の異なる位置に設けられている。この識別部６４
Ｍ，６４Ｃ，６４Ｙ，６４Ｂはシャッター６４の外周から突出して凸部として設けられて
いる。この識別部６４Ｍ，６４Ｃ，６４Ｙ，６４Ｂはシャッター６４を長手方向から見て
夫々シャッター６４に設けた丸穴６４ａのほぼ中心方向を向いている直線状の突条となっ
たガイド７０にほぼ直交し、丸穴６４ａのほぼ中心をとおる位置に中心が存在する。この
識別部６４Ｍ，６４Ｃ，６４Ｙ，６４Ｂはシャッター６４の現像ローラ１２にのぞむ側の
縁である開き端６４ｈ近くであって長手方向の駆動力受け側近くにまとめて設けられてい
る。
【０１１６】
図２５に示すようにシャッター６４には識別部６４Ｍ，６４Ｃ，６４Ｙ，６４Ｂを取り付
けるために長手方向に一直線上に等間隔に駒６４ｒをを取り付け可能な座６４ｓが四個所
等間隔に設けてある。この座６４ｓには駒位置決め用穴６４ｐ，６４ｑがシャッター６４
の周方向に並列しており、穴６４ｐは丸穴であり穴６４ｑはシャッター６４の周方向に長
い長穴である。駒６４ｒは六立方体形であって図２５には見えない座６４ｓに対向する面
には穴６４ｐ，６４ｑに嵌合する突起が設けてあり、この穴６４ｐ，６４ｑにこの突起を
嵌合して位置決めすると共に座６４ｓと駒６４ｒを接着にて固定する。
【０１１７】
これらの四つの座６４ｓの何れか１つに駒６４ｒを取り付け、現像カートリッジＤの識別
部６４Ｍ，６４Ｃ，６４Ｙ，６４Ｂとするものである。このような識別部６４Ｍ，６４Ｃ
，６４Ｙ，６４Ｂを有する現像カートリッジＤをカートリッジ装着部１４ｍ，１４ｃ，１
４ｙ，１４ｂに夫々装着する際、夫々現像カートリッジＤの識別部６４Ｍ，６４Ｃ，６４
Ｙ，６４Ｂは図４３に示すようにカートリッジ装着部１４の識別部１１ｍ１，１１ｃ１，
１１ｙ１，１１ｂ１に夫々嵌合し夫々カートリッジ装着部１４ｍ，１４ｃ，１４ｙ，１４
ｂに進入できるが、カートリッジ装着部１４ｙに対して現像カートリッジＤｍ，Ｄｃ，Ｄ
ｂの何れの識別部６４Ｍ，６４Ｃ，６４Ｂもカートリッジ装着部１４の仕切り板１１ｙの
識別部１１ｙ１のない縁に当って現像カートリッジＤｍ，Ｄｃ，Ｄｂはイエロー色現像カ
ートリッジＤｙ用のカートリッジ装着部１４ｙへは装着出来ない。
【０１１８】
同様にしてマゼンタ色の現像カートリッジＤｍを装着するためのカートリッジ装着部１４
ｍは現像カートリッジＤｙ，Ｄｃ，Ｄｂは装着できない。シアン色の現像カートリッジＤ
ｃを装着するためのカートリッジ装着部１４ｃへは現像カートリッジＤｙ，Ｄｍ，Ｄｂは
装着できない。ブラックトナーを収容した現像カートリッジＤｂを装着するためのカート
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リッジ装着部へは現像カートリッジＤｙ，Ｄｍ，Ｄｃは装着できない。
【０１１９】
図２、図２６は現像カートリッジＤｃを装着するためのカートリッジ装着部１４ｃへ現像
カートリッジＤｃを装着する途中が示されている。現像カートリッジＤｃをカートリッジ
装着部１４ｃへ装着する際現像カートリッジＤｃの直線状のガイド部７０はカートリッジ
装着部１４ｃのガイド部挿入部５９ｈへ挿入されてシャッター６４は直線状にカートリッ
ジ装着部１４ｃに進入し、同時に現像カートリッジＤｃも短手方向に並進運動をする。そ
してロータリユニット１１の駆動側フランジ１１ｇの壁面１１ａに設けたガイド部１１ｊ
に現像カートリッジＤｃの姿勢決めボス６３ｍが進入し得る位置に来る。またシャッター
６４に設けた識別部６４Ｃは仕切り板１１ｃの縁１１ｘに来るがこの縁１１ｘには識別部
６４Ｃに限り進入し得る凹部となった識別部１１ｃ１があるため、現像カートリッジＤｃ
は突出部６３ｃがロータリユニット１１の嵌合部５９ｆに嵌合し、識別部１１ｃ１，６４
Ｃが嵌合し、またガイド部１１ｊにボス６３ｍが進入し、図２、図１７、図２６の位置と
なる。ここでカートリッジフレーム６３を図２において時計回りに回動すると既にのべた
ようにしてロータリーユニット１１のカートリッジ装着部１４ｃへシアントナーを収容し
たシアン現像カートリッジＤｃが図３に示すように装着される。
【０１２０】
シアントナー以外の色トナーを収容した現像カートリッジＤｍ，Ｄｙ，Ｄｂをシアン現像
カートリッジＤｃを装着可能なカートリッジ装着部１４ｃへ装着しようとすると、現像カ
ートリッジＤｍ，Ｄｙ，Ｄｂのガイド部７０先端はガイド部挿入部５９ｈに挿入し得るが
図２に示す途中の位置１３までガイド部７０の進行方向の先端が達した際に現像カートリ
ッジＤｍ，Ｄｙ，Ｄｂの識別部６４Ｍ，６４Ｙ，６４Ｂが仕切り板１１ｃの外周側の縁１
１ｘに当って現像カートリッジＤｍ，Ｄｙ，Ｄｂはそれ以上直線状に進めなくなり、また
図１６に示すように突出部６３ｃの二面幅としたカット部６３ｃ１が直線リブ５９ｃ（図
１４参照）に既に進入しているので現像カートリッジＤｍ，Ｄｙ，Ｄｂは回動もできない
。従ってシアントナーを収容した現像カートリッジＤｃ以外の現像カートリッジＤｍ，Ｄ
ｙ，Ｄｂは現像カートリッジＤｃのカートリッジ装着部１４ｃへは装着できない。
【０１２１】
同様にして各カートリッジ装着部１４ｍ，１４ｙ，１４ｂには夫々現像カートリッジＤｍ
，Ｄｙ，Ｄｂのみが夫々装着できるが他の現像カートリッジは装着できない。
【０１２２】
このように多色画像を形成する電子写真画像形成装置の本体３０に着脱可能であって、電
子写真感光体ドラム１に形成された潜像を現像するための複数の現像カートリッジＤに各
々取り付けられるシャッター６４において、現像カートリッジＤのカートリッジフレーム
６３に対して長手方向の中心でもって回動可能に取り付けられ、画像形成装置本体３０の
現像カートリッジ装着部１４へ装着するためのガイド部７０を備え、画像形成装置本体３
０外にあるときに現像カートリッジＤの現像ローラ１２が前記カートリッジフレーム６３
から露出する部分をカバーするためのカバー位置と、画像形成装置本体３０のカートリッ
ジ装着位置へ装着された際前記カバー位置から退避して前記現像ローラ１２を前記カート
リッジフレーム６３から露出させる退避位置と、を移動可能であって、画像形成装置本体
３０に有する複数の現像カートリッジ装着部１４の何れか１つへ現像カートリッジＤを装
着する際現像カートリッジＤの識別を行うために画像形成装置本体３０に設けた識別部１
１ｍ１，１１ｃ１，１１ｙ１，１１ｂ１と位置が一致して、前記識別部へ進入する現像カ
ートリッジ識別部６４Ｍ，６４Ｃ，６４Ｙ，６４Ｂを有するシャッター６４を現像カート
リッジＤに夫々備えたことにより、使用者が現像カートリッジを画像形成装置本体のカー
トリッジ装着部へ装着する際に、そのカートリッジ装着部に適合しない他色の現像カート
リッジを装着してしまうということを防止できる。
【０１２３】
現像カートリッジ識別部はシャッター６４に予かじめ共通の座６４ｓを設けておいて駒６
４ｒを選択的に取り付けるため、特にシャッター６４を多種類準備する必要がなく、コス
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ト上昇が少ない。
【０１２４】
この実施の形態では識別部を現像カートリッジの駆動力受け部側に寄せて配列したが長手
方向であれば他の場所に識別部を設けてもよい。又、識別部の間隔は不等間隔であっても
よい。識別部を角形凸凹部としたが凸凹形状であれば円弧形、Ｖ形等特に形状にはとらわ
れない。
【０１２５】
（現像フレームの構成）
図４、図６、図７に示すように、全体を符号６３で示すカートリッジフレームは現像フレ
ーム（主カートリッジフレーム）６３Ａ、トナーフレーム６３Ｂ、カバーフレーム６３Ｃ
、サイドカバー（現像剤カートリッジサイドカバー）６３Ｄ，６３Ｅ及びカップリングフ
レーム６３Ｆで構成される。
【０１２６】
図４に示すように現像フレーム６３Ａとトナーフレーム６３Ｂは現像フレーム６３Ａの短
手方向両側において長手方向に沿って設けたフランジ６３Ａａとトナーフレーム６３Ｂに
長手方向に沿って設けたフランジ６３Ｂａとの結合面６３ｎとに長手方向の三角突条を設
けてこの突条を超音波溶着して両フレーム６３Ａ，６３Ｂを結合してある。
【０１２７】
トナーフレーム６３Ｂとカバーフレーム６３Ｃは両フレームの開口６３ｏを併せて１つの
トナー容器とするように、トナーフレーム６３Ｂの前記フランジ６３Ｂａを断面鍵形にし
てその上面を結合面６３ｐとし、この結合面６３ｐを一平面とするフランジ６３Ｂｂを開
口６３ｏを囲繞するように設けてある。カバーフレーム６３Ｃ側の開口６３ｏを囲繞する
フランジ６３Ｃｂを結合面６３ｐでトナーフレーム６３Ｂのフランジ６３Ｂｂと接して超
音波溶着してある。
【０１２８】
また斜視図で示す図６、図７に示すように上述のように結合された現像フレーム６３Ａと
トナーフレーム６３Ｂの長手方向両端部をサイドカバー６３Ｄ，６３Ｅが覆っており、サ
イドカバー６３Ｅは現像フレーム６３Ａにねじ止めされており、サイドカバー６３Ｄは現
像フレーム６３Ａに固定されたカップリングフレーム６３Ｆにねじ止めされている。これ
によって総てのフレームは一体的なカートリッジフレーム６３となっている。
【０１２９】
（現像フレーム）
図４、図５、図２７、及び、図２８に基ずいて説明する。
【０１３０】
現像フレーム６３Ａは、短手方向の両側で長手方向に沿って設けたフランジ６３Ａａから
トナーフレーム６３Ｂの開口部６３Ｂｃ側へ向って突出している。この突出部前面６３Ａ
ｂは、その短手方向の一端側が長手方向に沿ってトナーシール面２７ａと対向している。
尚、トナーシール面２７ａは、トナーフレーム６３Ｂに設けられた、トナーシール２７を
貼り付ける面であり、
トナーシール２７はこのトナーシール面２７ａに貼り付けられている。そして前記突出部
前面６３Ａｂの内、前記トナーシール面２７ａに貼り付けられたトナーシール２７と接近
している長手方向平面６３Ａｂ１（図２７参照）と、平面６３Ａｂ２とが同一平面となっ
ている。ここで前記平面６３Ａｂ２は、トナー供給開口部６３Ａｅの長手方向両側で、そ
の短手方向に沿って設けられており、前記平面６３Ａｂ２に続いて設けられている。
【０１３１】
突出部前面６３Ａｂの上記長手方向両側で短手方向に沿ってのびる短手方向平面６３Ａｂ
２は、塗布ローラ１９の長手方向のすぐ外側で、塗布ローラ１９の外周半径よりもわずか
に大きな半径で、塗布ローラ１９と同心の円弧面６３Ａｂ３となって続いている。この突
出部前面６３Ａｂの両端から屈折した短手方向の面６３Ａｂ２，６３Ａｂ３は幅のせまい
面である。尚、上記長手方向平面６３Ａｂ１はフランジ６３Ａａより直角に突出している
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。
【０１３２】
前記突出部前面６３Ａｂの長手方向の両側に離れて弾性部材の端部シール３１ａ，３１ｂ
が現像フレーム６３Ａに貼り付け固定されている。更にトナーシール２７の引き出し側に
はトナーシール２７との間の摩擦を減少させるためのフィルム３１ｃが端部シール３１ａ
上の内部側に貼り付けられている（図２７参照）。
【０１３３】
また、現像フレーム６３Ａは、前記平面６３Ａｂ２よりも凹んだ位置に、前記端部シール
３１ａ・ｂを貼り付けられる端部シール貼り付け面６３Ａｃを有している。そして前記貼
り付け面６３Ａｃの短手方向両側に円弧面６３Ａｄを有しており、前記貼り付け面Ａｃと
フランジ６３Ａａとの間をこの円弧面６３Ａｄで滑らかに接続している（図２７、図２８
参照）。尚、端部シール３１ａ・ｂは、トナー供給開口部６３Ａｅの長手方向両端部に、
現像フレーム６３Ａの短手方向に沿って設けられている。そしてこの端部シール３１ａ・
ｂの長手方向両端部は、６３Ａａと、それに対向するトナーフレーム６３Ｂの短手方向端
部とに狭まれている。尚、６３ｎは溶着された結合面である。
【０１３４】
一方、トナーフレーム６３Ｂには、現像フレーム６３Ａ、トナーフレーム６３Ｂを結合し
た際に、現像フレーム６３Ａに貼り付けられている端部シール３１ａ・ｂを押圧するシー
ル面６３Ｂｕが設けられている（図２８）。
【０１３５】
また、現像フレーム６３Ａを貫通して、トナー供給開口６３Ａｅが設けられている。この
トナー供給開口６３Ａｅは、現像ローラ１２の長手方向に沿って設けられている。そして
、このトナー供給開口６３Ａｅは、クリーニングブレード１６とシール部材３４とによっ
て上下方向の開口領域を狭められている。このトナー供給開口６３Ａｃは、前記前面６３
Ａｂ、軸取り付け部６３ｑ、及び、フランジ６３Ａａで囲まれている。尚、現像ローラ１
２は、トナー供給開口６３Ａｅの長手方向に沿って設けられた現像ローラ装着部に装着さ
れる（図２９）。
【０１３６】
上述したようにこの現像フレーム６３Ａは感光体ドラム１に形成された潜像を現像するた
めの現像ローラ１２と、現像ローラ１２によって現像に用いられるトナーを収納するため
のトナー収納部６３ａと、現像ローラ１２の周面にトナーを塗布するための塗布ローラ１
９と、を有して、感光体ドラム１に形成された潜像を現像するための、画像形成装置本体
３０に着脱可能な現像カートリッジＤに用いられる現像フレームであって、トナー収納部
６３ａに収納されているトナーを現像ローラ１２へ供給するためのトナー供給開口６３Ａ
ｅと、トナー供給開口に沿って前記現像ローラ１２を装着するための現像ローラ装着部と
、トナー収納部６３ａを有するトナーフレーム６３Ｂと結合するための結合面であって、
トナー供給開口６３Ａｅの短手方向一端側と他端側とにトナー供給開口の長手方向に沿っ
て設けられている結合面６３ｎと短手方向一端側と他端側とに設けられた結合面６３ｎを
結んだ仮想平面Ｃを横切るように、トナーフレーム６３Ｂの設けられた側に突出して設け
られた突出部前面６３Ａｂ、軸取り付け部６３ｑ、貼り付け面６３ｃを有する突出部を有
する。
【０１３７】
また、前記短手方向一端側と他端側とに設けられた結合面６３ｎを結んだ面を横切るよう
に突出し、前記トナー供給開口６３Ａｅに沿って前記塗布ローラを取り付けるために、前
記塗布ローラ１９を支持するための軸を取り付けるための軸取り付け部６３ｑと、ここで
前記軸取り付け部６３ｑは前記トナー供給開口６３Ａｅの短手方向一端側と他端側とに設
けられている前記結合面６３ｎを結んだ面よりも前記現像ローラ１２が装着される側に前
記軸を取り付けるように設けられている、また、前記軸取り付け部は前記トナー供給開口
６３Ａｅの長手方向一端側と他端側とに設けられている。
【０１３８】
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前記軸取り付け部６３ｑに軸１９ａが取り付けられた塗布ローラ１９は、前記トナー供給
開口６３Ａｅの短手方向一端側と他端側とに設けられている前記結合面６３ｎを結んだ面
をその長手方向で横切るように取り付けられる。
【０１３９】
長手方向の両端部には短手方向に前記トナーフレーム側のトナー供給開口を封止するトナ
ーシール２７を押圧するための弾性部材２６ｂが取り付けられており、前記弾性部材２６
ｂの取り付け面は前記結合面６３ｎを結んだ平面よりもトナーフレーム側へ向って突出し
た突出面である。
【０１４０】
前記突出面の前端は平面であって、この平面は塗布ローラ１９よりも現像フレーム側へ突
出している。
【０１４１】
長手方向両端の前記弾性部材２６ｂの取り付け面を結ぶように接する面は塗布ローラ１９
より離れている。
【０１４２】
前記弾性部材２６ｂの取り付け面は短手方向の一端が前記長手方向に設けられている結合
面と前記突出面の前端との間が塗布ローラ１９の外側をとおる曲面で結ばれている。
【０１４３】
前記曲面は塗布ローラ１９と同一中心線を中心とする円弧である。
【０１４４】
前記弾性部材２６ｂの取り付け面の前記曲面を設けた短手方向の反対側の他端が前記長手
方向に設けられている結合面との間が外方へ向って凸な曲面で結ばれている。
【０１４５】
前記トナー供給開口６３Ａｅはトナーフレーム側より見て長手方向に長い方形であって、
前記トナー供給開口６３Ａｅの短手方向の一端側の縁に沿って塗布ローラ１９が配設され
るように塗布ローラ取り付け部を有し、トナー供給開口は短手方向の一端側が前記結合面
とほぼ同一面、短手方向の他端側及び長手方向両端が前記長手方向両側の弾性部材の取り
付け面を結ぶ面とほぼ同一面でもって縁取りされている。
【０１４６】
次に、両結合面６３ｎを結ぶ仮想平面Ｃに対して、トナーフレーム６３Ｂとは反対側の現
像フレーム６３Ａの構成をのべる。
【０１４７】
図４に示すように、塗布ローラ１９の金属製の回転軸１９ａを支持する軸取り付け部６３
ｑは現像フレーム６３Ａと一体に成形されており、現像フレーム６３Ａの長手方向の両端
部近傍に設けられている。そして、軸取り付け部６３ｑに設けられる回転軸１９ａが嵌入
する軸受穴６３ｑ１は、両結合面６３ｎを結ぶ平面Ｃよりも現像ローラ１２側にある。即
ち、上記結合面６３ｎを結ぶ平面Ｃに対して、トナーフレーム６３Ｂとは反対側にある。
尚、ブラック現像カートリッジＤｂは塗布ローラを有しない（図２８、図２９）。
【０１４８】
この軸取り付け部６３ｑは、図２９に示すように、現像ローラ１２の現像作用領域と外部
間をシールするためのフエルトの弾性シール部材３２を貼り付けるための円弧形凹面６３
Ａｇを有する。尚、この凹面６３Ａｇは、現像ブレード１６とほぼ平行する平面６３Ａｇ
１を連接している。そして、この平面部分に貼り付けられている弾性シール部材３２の側
端に、ブレード板金１６ａに支持されている弾性ブレード１６ｃの長手方向端部が重なっ
ている。また弾性ブレード１６ｃと平行に設けられており、現像ローラ１２の周面に接近
して設けられているシール部材３４は、現像フレーム６３Ａのシール取付面６３ｒに貼り
付けられている（図２８参照）。
【０１４９】
図２９に示すように前記塗布ローラ１９の軸取り付け部６３ｑの現像フレーム６３Ａの長
手方向外側には塗布ローラ１９の回転軸１９ａを中心とする円弧形断面の凹部６３ｓが設
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けられ、この凹部６３ｓに嵌合すると共にこの回転軸１９ａに嵌合するフエルト製の円板
状の軸封パッキン３５が設けられている。このパッキン３５は前記現像フレーム６３Ａの
凹部６３ｓへ進入するサイドカバー６３Ｄ、カップリングフレーム６３Ｆに夫々設けられ
た円筒形突出部６３Ｄｆ，６３Ｆｆ（図３５、図４５参照）により軸取り付け部６３ｑの
軸方向の外側面に軽く圧接されることにより、軸封作用をなす。上述の構成は長手方向の
両端部で同様である。
【０１５０】
上述はマゼンタ、シアン、イエロー各色のトナーを収納した現像カートリッジＤの現像フ
レーム６３Ａの構成であるがブラックトナーを収容した現像カートリッジＤｂでは塗布ロ
ーラを有しないので上述の塗布ローラを収容する空間、塗布ローラの回転軸の取り付け部
、この取り付け部に取り付けたこの回転軸の軸封のための空間等のための形状は備わって
おらず図５に示すように現像ローラ１２の下方の現像フレーム６３Ａの底面６３ｔは感光
体ドラム１に対設した現像作用位置において現像ローラ１２の下方をとおるほぼ水平面と
なっている。
【０１５１】
図２７に示すように、現像フレーム６３Ａの長手方向の一方の端面には、カップリングフ
レーム６３Ｆを取り付ける。また、他方の端面にはトナーシール引出し側のサイドカバー
６３Ｅを取り付けるための夫々の座面６３Ａｋ１，６３Ａｋ２が設けられている。この両
座面は同一形状である。この両座面６３ｋ１，６３ｋ２には夫々めねじ６３Ａｍ及び位置
決め穴６３Ａｎ，６３Ａｐが設けられている。穴６３Ａｎは丸穴であり、穴６３Ａｐは両
穴６３Ａｎ，６３Ａｐを結ぶ線の方向に長い長穴である。
【０１５２】
上述のように現像フレームを構成したので従来構成に比べて現像カートリッジを小型化す
ることができる。あるいは、同じ大きさの現像カートリッジでより多くのトナーを収納す
ることができる。
【０１５３】
（トナーフレーム）
図４に示すようにトナーフレーム６３Ｂの現像部材支持フレーム６３Ａとの結合面６３ｎ
と、トナーフレーム６３Ｂのカバーフレーム６３Ｃとの結合面６３ｐはほぼ直交した平面
に夫々ある。
【０１５４】
図３０（カバーフレーム側開口からとったトナーフレームの斜視図）、図３１に示すよう
にトナーフレーム６３Ｂの長手方向の一端の端板６３Ｂｄに設けた軸受部６３Ｂｅにギア
２３ｄ一体のジャーナル３３が回転自在に支持され、トナーフレーム６３Ｂの長手方向他
端に設けた円筒形のトナー補給口６３Ｂｐの中心の軸受部６３Ｂｅにはジャーナル３６が
回転自在に支持されている。この軸受部６３Ｂｅは軸受部６３Ｂｅから放射状のアーム６
３Ｂｓでもってトナー補給口６３Ｂｐに結ばれトナーフレーム６３Ｂと一体成形されてい
る。両ジャーナル３３，３６には、軸トナー１５ｃに設けられたトナー送り部材（トナー
攪拌部材ともいう）１５が固定されている。トナー送り部材１５はトナーフレーム６３Ｂ
の長手方向に沿ってそのほぼ全長にわたって設けられており、両端部は現像領域外にある
。トナー補給口６３Ｂｐに嵌入固定されたトナーキャップ３７と同じ側において現像領域
外には図４に示すように第一、第二の開口６３Ｂｆ，６３Ｂｇが設けられている。この第
一、第二の開口６３Ｂｆ，６３Ｂｇには夫々例えば合成樹脂製の透光性部材８１，８２が
嵌入固定されている。この第一の開口６３Ｂｆから入射された光はトナーフレーム６３Ｂ
内にトナーが少ない場合には第二の開口６３Ｂｇを通り抜けることができるようになって
いる。なお図４、図５、図３２に示すように前記第二の開口６３Ｂｇからの出射光が通り
抜けるための開口６４ｋがシャッター６４に設けてある。
【０１５５】
上記透光性部材８１，８２には夫々、トナー送り部材１５の中心側の板金１５ｂに設けた
合成樹脂製の清掃部としての弾性ブレード１５ａが撓むんで摺擦する円筒面８１ａ、及び
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平坦面８２ａを弾性ブレード１５ａの運動の軌跡にくい込む形でトナーフレーム６３Ｂ内
に設けてある。そして、円筒面８１ａはトナー送り部材１５の回転中心を中心とする円筒
面であり、平坦面８２ａは該中心から平坦面８２ａの中央へ下した垂線と平坦面８２ａが
直交する平面である。
【０１５６】
前述した通り、本実施の形態の現像カートリッジＤは、電子写真感光体に形成された潜像
を現像するための現像部材（例えば現像ローラ１２）と電子写真画像形成装置本体３０に
装着された際に、装置本体から前記現像部材（１２）を回転させるための駆動力を受ける
ための駆動力受け部材２２と、ここで前記駆動力受け部材は前記現像部材（例えば、現像
ローラ１２）の長手方向の一端側に設けられているカートリッジフレーム部分（例えば、
サイドカバー６３Ｄ）から露出して設けられている、電子写真画像形成装置本体３０に装
着された際に、装置本体から前記現像部材（１２）に印加する現像バイアスを受けるため
の現像バイアス接点４１と、ここで前記現像バイアス接点４１は現像部材（１２）の長手
方向の前記一端側に設けられている前記カートリッジフレーム部分（６３Ｄ）から露出し
て設けられている、前記現像部材（１２）によって現像に用いられるトナーを収納するた
めのトナー収納部６３ａと、前記現像部材（１２）の長手方向の他端側であって前記カー
トリッジフレーム６３の前記トナー収納部６３ａに対応する部分に設けられた第一の透光
性部材８１と、第二の透光性部材８２と、ここで、前記第一の透光性部材８１と、第二の
透光性部材８２は前記トナー収納部６３ａに収納されているトナーの残量が所定の量より
も少なくなったことを検出するためのものであり、現像カートリッジが装置本体３０に装
着された際に、前記第一の透光性部材８１は装置本体３０から発せられた光を前記トナー
収納部６３ａ内へ導くためのもの、また、前記第二の透光性部材８２は前記トナー収納部
６３ａ内を通過した光を装置本体３０で受光するためのものである。
【０１５７】
また、前記現像部材としての現像ローラ１２の長手方向において、前記第一の透光性部材
８１と第二の透光性部材は、前記現像ローラ１２が現像作用を行う現像作用領域よりも外
側に配置されている。
【０１５８】
更に、前記現像カートリッジＤは前記現像部材が前記カートリッジフレームから露出して
いる部分を覆うシャッター６４を有している。そして、前記シャッターは開放位置に位置
した際に、前記第二の透光性部材と対向する位置に開口６４ｋを有している。
【０１５９】
また、前記第一の透光性部材は前記トナー収納部６３ａの内側に向って凸形状である。
【０１６０】
また、前記第二の透光性部材は平坦形状である。
【０１６１】
また、前記現像カートリッジＤは、装置本体３０に装着された際に、装置本体３０に設け
られた押圧部材（例えば、付勢手段２５の圧縮コイルばね１０ｂ）によって押圧される被
押圧部６３ｕを有する。
【０１６２】
更に前記現像カートリッジＤは、前記第一の透光性部材と第二の透光性部材の内面に付着
したトナーを除去するための清掃部（例えば、弾性ブレード１５ａの端部）を有する。
【０１６３】
更に前記現像カートリッジＤは、前記トナー収納部６３ａ内に収納されているトナーを前
記現像部材（１２）の設けられた方向へ送るためのトナー送り部材１５を有する、ここで
前記トナー送り部材１５は前記トナー収納部６３ａの長手方向に沿って設けられている。
【０１６４】
そして前記清掃部（１５ａ２）は、前記トナー送り部材１５の長手方向一端に設けられて
いる。そして前記清掃部（１５ａ２）は前記トナー送り部材１５に設けられている軸１５
ｃと同じ軸に設けられている。そして前記清掃部（１５ａ２）と前記トナー送り部材１５
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は一体に回転する。
【０１６５】
また、前記軸１５ｃと交差する方向において、前記清掃部（１５ａ２）の長さは前記トナ
ー送り部材１５の長さよりも長い。これによって、透光性部材８１，８２の内面に付着し
たトナーを確実に除去することができる。
【０１６６】
このように本実施の形態の現像カートリッジでは、駆動力受け部材２２と現像バイアス接
点４１の設けられているのとは、現像ローラ１２の長手方向の他端側に、透光性部材８１
，８２を配置している。したがって、現像カートリッジの内部の空間を有効に活用するこ
とができる。また、装置本体３０内のスペースを有効に活用することができる。なぜなら
ば、装置本体３０内において、駆動伝達部材２４、及び、現像バイアス接点ピン４２の設
けられたのとは反対側に発光部材８３、及び、受光部材８６を配置できるからである。ま
た、透光性部材８１，８２を現像ローラ１２の長手方向の他端側に設けたので、光ガイド
の設置長さを短かくすることができる。
【０１６７】
また、本実施形態において、現像ローラ１２が現像作用を行う現像作用領域とは、現像ロ
ーラ１２の一端側と他端側に、その周面に接触して設けられた端部シール１６ｄ１，１６
ｄ２の間の領域であって、ローラ周面にトナーが付着している領域Ｘである（図８参照）
。尚、端部シール１６ｄ１，１６ｄ２は、トナーが現像ローラ１２の長手方向外側へ漏れ
出るのを防止するものである。また、本願明細書において、現像部材（例えば、現像ロー
ラ）が現像作用を行う現像作用領域Ｘとは、現像部材の長手方向において、電子写真感光
体に形成された静電潜像を現像するために寄与するトナーが付着している領域Ｘである。
【０１６８】
また本実施の形態において、トナー送り部材１５と清掃部としての弾性ブレード（１５ａ
２）は、樹脂製であって一体成形されている。そして、トナー送り部材１５と弾性ブレー
ド（１５ａ２）は同じ軸１５ｃに取り付けられており一体に回転する。したがって、トナ
ー送り部材１５と弾性ブレード（１５ａ２）を同じ駆動機構でもって回転させることがで
きる。
【０１６９】
尚、トナー送り部材と清掃部を別体に構成して、両者を別々の軸に取り付けても良い。こ
の場合には、両者に各々駆動力を伝達する。
【０１７０】
また、本実施の形態においては、第一、第二の透光性部材を現像ローラの長手方向におい
て、現像作用領域よりも外側に配置しているから、清掃部の回転が現像作用に悪影響を及
ぼすことが無い。
【０１７１】
（カップリングフレーム）
カバーフレーム６３Ｃは既に述べたように現像部材支持フレーム６３Ａとトナーフレーム
６３Ｂを結合するフランジ６３Ａａ，６３Ｂａがトナーシール面２７ａよりも現像ローラ
１２側へオフセットした形状であるため、図４に示すようにカバーフレーム６３Ｃの前壁
６３Ｃｄを現像フレーム６３Ａ側へ寄せることができ、後壁６３Ｃｅと前壁６３Ｃｄ間の
距離を大きくすることができる。従って、トナーを収納するトナーフレーム６３Ｂとカバ
ーフレーム６３Ｃを併せた内容積を大きくすることができた。
【０１７２】
（カップリングフレーム）
斜視図の図３４で示すように現像フレーム６３Ａの駆動力受け側の端部の座面６３ｋ１（
図３３参照）にはカップリングフレーム６３Ｆが小ねじ用穴６３Ｆａを挿通して不図示の
小ねじを現像部材支持フレーム６３Ａの長手方向端面のめねじ６３Ａｍにねじ込むことに
よって固定される。これによって、現像部材支持フレーム６３Ａの駆動力受け側の座面６
３Ａｋ１と図４５に示すカップリングフレーム６３Ｆの平面の取り付け面６３Ｆｋが当接
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する。このカップリングフレーム６３Ｆの取り付け面６３Ｆｋの形状は現像フレーム６３
Ａの座面６３Ａｋ１とほぼ同一形状であり、密接すると両面は合致する。この取り付け面
６３Ｆｋには現像フレーム６３Ａの座面６３Ａｋ１の位置決め穴６３Ａｎ，６３Ａｐに夫
々嵌合する長手方向の円筒形ダボ６３Ｆｇが設けられている。
【０１７３】
図３４に示すように現像ローラ１２の回転軸１２ｃの一端はカップリングフレーム６３Ｆ
に嵌入した現像ローラ軸受３８に支持されている。駆動力受け部材２２を支持する突出軸
６３Ｆｂがカップリングフレーム６３Ｆに一体成形されている。トナー送り部材１５を支
持するジャーナル３３に一体に設けたギア２３ｄと噛合う小ギア２３ｃ２を有する段付ア
イドラギア２３ｃを回転自在に支持する突出軸６３Ｆｃが一体に設けられている（図２２
、図４４参照）。また塗布ローラ１９の回転軸１９ａが挿通する穴６３Ｆｄが設けられて
いる。このカップリングフレーム６３Ｆにはサイドカバー６３Ｄを取り付けるためのめね
じ６３Ｆｅが設けられている。
【０１７４】
次に現像ローラ１２の他端側の支持及びトナーシール２７の引出し口について述べる。
【０１７５】
（反駆動側のサイドカバー）
図３５に示すように駆動側とは反対側に設けられたサイドカバー６３Ｅは現像フレーム６
３Ａ及びトナーフレーム６３Ｂの長手方向端面を覆う形状をしている。そして現像フレー
ム６３Ａの長手方向の端面のサイドカバー取り付け用座面６３Ａｋ２に接する平面の取付
面６３Ｅａが設けられ、この取付面６３Ｅａには現像フレーム６３Ａの座面６３Ａｋ２の
位置決め穴６３Ａｎ，６３Ａｐに夫々嵌合する長手方向の円筒形ダボ６３Ｅｂが設けられ
ている。また、現像フレーム６３Ａのめねじ６３Ａｍと一致する位置に不図示の小ねじを
外側から挿通して、前記めねじ６３Ａｍにねじ込み、サイドカバー６３Ｅを現像フレーム
６３Ａに固定する小ねじ用穴６３Ｅｃが長手方向に貫通している。このようなサイドカバ
ー６３Ｅを現像フレーム６３Ａに取り付けた状態で現像ローラ１２の回転軸１２ｃを回転
自在に支持する現像ローラ軸受３９がサイドカバー６３Ｅの穴に長手方向に嵌入している
。
【０１７６】
前記取付面６３Ｅａからは長手方向へ円筒形突出部６３Ｅｆが突出し、この突部６３Ｅｆ
先端で先に述べた塗布ローラ１９の回転軸１９ａの軸封パッキン３５を現像フレーム６３
Ａの塗布ローラ１９の回転軸１９ａの軸取り付け部６３Ａｑを押圧するようになっている
。また現像ローラ１２の回転軸１２ｃの突出端部外周を覆うカバー部６３Ｅｇが一体に設
けられている。このカバー部６４Ｅｇは図２９（塗布ローラ端を示す斜視図）に示す弾性
シール部材３２のシール面と同じ内側面６３Ｅｈを有し、取付状態においてこのシール面
とつらなるほぼ同一面となる。
【０１７７】
このサイドカバー６３Ｅにはトナーシール２７を現像カートリッジＤの外部へ引き出すた
めにトナーシール２７の端部が挿通するトナーシール開口６３Ｅｉが長手方向に貫通して
いる。このトナーシール開口６３Ｅｉはトナーシール２７の幅方向に長い方形でトナーシ
ール引き抜き把手７３（図９参照）の幅よりもこのトナーシール開口６３Ｅｉの図３５に
おける上下方向の辺の長さは大きい。
【０１７８】
図３１はトナー供給開口部６３Ｂｃを含むトナーフレーム６３Ｂの水平断面図である。ト
ナーシール２７はトナー供給開口部６３Ｂｃの縁の全周に張り付けた上、折り返し部２７
ｂで折り返し、トナー供給開口部６３Ｂｃの縁の全周に張り付けたトナーシール部分に重
ねて端部２７ｃをトナーシール引き抜き把手７３に接着してある。このトナーシール２７
の端部２７ｃ及びトナーシール引き抜き把手７３はトナーシール開口６３Ｅｉ内に存在す
ると共に現像カートリッジＤ外へ出されている。
【０１７９】
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トナーシール開口６３Ｅｉの内側には、図３１に示すように、トナーシール導出斜面６３
Ｅｊが設けられている。この斜面６３Ｅｊは平面であって、トナーフレーム６３Ｂの設け
られた側へ向って傾いている。したがって、トナーシール２７は、図３１に示す通り、こ
の斜面６３Ｅｊにガイドされて、貼付されたトナーフレーム６３Ｂの部分から斜め上方（
トナー供給口６３Ｂｐの設けられた側）へ引き出される。そしてサイドカバー６３Ｅは、
この斜面６３Ｅｊに続いて引き抜き方向外側に、トナーフレーム６３Ｂのトナーシール２
７の貼り付け面６３Ｂと平行な平面６３Ｅｋを有する。なお、このトナーシール導出斜面
６３Ｅｊは平面に限らず、曲面であってもよい。
【０１８０】
トナーシール引き抜き把手７３を外方へ引くと、トナーシール２７はトナーシール引き抜
き把手７３に固定された端部からトナーシール開口６３Ｅｉを通じて外部へ引き出され、
折り返し部２７ｂが図３１において左行し、折り返し部２７ｂ側からトナーシール２７は
トナー供給開口部６３Ｂｃの縁から剥がされる。トナーシール２７を全部引き出すとこと
によってトナー供給開口部６３Ｂｃは全開する。これによって、トナーフレーム６３Ｂ中
のトナーは現像部材支持フレーム６３Ａの現像室６３Ａｔへトナーが供給可能となる。こ
のトナーシール２７が引き出される際、トナーシール２７はトナーフレーム６３Ｂの端部
シール３１ａで密封されている角６３Ｂｍと、サイドカバー６３Ｅのトナーシール開口６
３Ｅｉの内壁であるトナーシール導出斜面６３Ｅｊと平面６３Ｅｋとでなす角部６３Ｅｍ
との間でトナーシール２７が張設せられるので、トナーシール供給開口部６３Ｂｃ前面で
折り返されているトナーシール２７はトナーシール供給用開口部６３Ｂｃの縁のトナーシ
ール面に沿って引っ張られて、折り返し部２７ｂから順次剥がされ、剥がされる部分は一
定方向であるからトナーシール２７の折り返し部から端部シール３１ａを通過するまで一
定方向に引かれ、サイドカバー６３Ｅのトナーシール開口６３Ｅｉにより、使用者がトナ
ーシール２７を引く方向を規制することができ、異常な方向にトナーシール２７を引いて
端部シール３１ａがちぎれたり、トナーが洩れるすることを防ぐことができる。
【０１８１】
前述実施の形態は電子写真感光体に形成された潜像を現像するための現像ローラ１２と、
前記現像ローラ１２によって現像に用いられるトナーを収納するためのトナー収納部６３
ａと、ここで前記トナー収納部６３ａは収納しているトナーを前記現像ローラ１２へ供給
するためのトナー供給開口６３Ｂｃを有する、
前記トナー供給開口６３Ｂｃを封止するためのトナーシール２７であって、前記現像カー
トリッジＤを使用するのに先立って引き抜かれることによって前記トナー供給開口６３Ｂ
ｃを開封する、そして、前記トナー収納部６３ａに収納されているトナーが前記現像ロー
ラ１２へ供給されるのを可能とする、
を有して、電子写真感光体１に形成された潜像を現像するための、電子写真画像形成装置
本体３０に着脱可能な現像カートリッジに用いられる現像カートリッジサイドカバー６３
Ｅであって、
前記現像ローラ１２の一端側の軸１２ｃを回転可能に支持するための軸支持部（例えば、
現像ローラ軸受３９）と、
前記トナー収納部６３ａの有するトナー供給開口６３Ｂｃ，６３Ａｅを開封する際に、前
記トナーシール２７を外側へ導くためのトナーシール開口６３Ｅｉと、
を有する現像カートリッジサイドカバーである。
【０１８２】
更に、前記現像カートリッジサイドカバーは、前記現像ローラ１２の周面にトナーを付着
させるための塗布ローラ１９の軸１９ａの一端を嵌合させるための嵌合部（例えば、円筒
形突出部６３Ｅｆ）を有する。
【０１８３】
更に、前記現像カートリッジサイドカバー６３Ｅは、前記現像カートリッジＤが装置本体
３０に装着された際に、前記装置本体３０に位置決めされるために装置本体３０に設けら
れた弾性部材（例えば、圧縮コイルばね１１ｄ）から付勢力を受けるための付勢力受け部
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（例えば、ばね受け面６３Ｋ２）と、前記付勢力受け部が受けた付勢力によって現像カー
トリッジが回転するのを規制するための当接部（例えば、ボス６３ｍ２）と、を有する。
【０１８４】
更に、前記現像カートリッジサイドカバー６３Ｅは、前記現像カートリッジＤが装置本体
３０に装着された際に回転中心となる軸（例えば、突出部６３ｇ）を取り付けるための軸
取り付け部（例えば、穴６３Ｅｋ）を有する。
【０１８５】
尚、前記現像カートリッジサイドカバー６３Ｅはプラスチック製の一体成形物である。
【０１８６】
また、前記トナーシール２７の長手方向一端側に設けられた把持部分は、前記トナーシー
ル２７の長手方向一端側に取り付けられたプラスチック製のグリップ（例えば、把手７３
）である。
【０１８７】
更に、前記現像カートリッジサイドカバー６３Ｅは、前記トナー収納部６３ａにトナーを
充填するためのトナー充填開口（例えば、トナー補給口６３Ｂｐ）を封止するために前記
トナー充填開口に取り付けられたトナーキャップ３７をカバーするカバー部分６３Ｅｒを
有する。
【０１８８】
また、サイドカバー６３Ｅの取付は次の工程を有する。
【０１８９】
電子写真画像形成装置本体３０に着脱可能であって、電子写真感光体１に形成された潜像
を現像するための現像カートリッジＤに用いられる現像カートリッジサイドカバー６３Ｅ
の取り付け方法において、
（ａ）電子写真感光体１に形成された潜像を現像するための現像ローラ１２を装着するた
めの現像ローラ装着部（例えば、凹部６３ｓ）を有する現像フレーム６３Ａを準備する現
像フレーム準備工程と、
（ｂ）前記現像ローラ１２によって現像に用いられるトナーを収納するためのトナー収納
部６３ａを有するトナーフレーム６３Ｂを準備するトナーフレーム準備工程と、ここで前
記トナー収納部６３ａは収納しているトナーを前記現像ローラ１２へ供給するためのトナ
ー供給開口６３Ｂｃ，６３Ａｅを有する、
（ｃ）前記現像ローラの１２一端側の軸を回転可能に支持するための軸支持部（例えば、
現像ローラ軸受３９）と、
前記トナー収納部６３ａの有するトナー供給開口６３Ｂｃ，６３Ａｅを開封する際に把持
するための、前記トナーシール２７を外側へ導くためのトナーシール開口６３Ｅｉと、
を有する現像カートリッジサイドカバー６３Ｅを準備する現像カートリッジサイドカバー
準備工程と、
（ｄ）前記現像フレーム６３Ａと前記トナーフレーム６３Ｂとを結合する結合工程と、
（ｅ）前記結合工程によって結合された前記現像フレーム６３Ａと前記トナーフレーム６
３Ｂの長手方向の一端側に、前記トナーシール２７を前記トナーシール開口６３Ｅｉから
外側へ導いた状態で、前記現像カートリッジサイドカバー６３Ｅを取り付けるサイドカバ
ー取り付け工程と、
を有する現像カートリッジサイドカバーの取り付け方法である。
【０１９０】
また、前記サイドカバー取り付け工程において、前記現像カートリッジサイドカバー６３
Ｅは前記現像フレーム６３Ａにネジによって固定される。
【０１９１】
また、前記結合工程において、前記現像フレーム６３Ａと前記トナーフレーム６３Ｂは超
音波溶着によって結合される。
【０１９２】
あるいは、前記結合工程において、前記現像フレーム６３Ａと前記トナーフレーム６３Ｂ
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はスナップフィット及び／或はスナップクリップによって結合されるこ。
【０１９３】
現像ローラ１２の軸受３９を嵌入する軸支持部材とサイドカバー６３Ｅと一体で形成する
ことにより部品点数を減らすことができる。
【０１９４】
（トナー残量検知）
既に図４について述べたようにトナーフレーム６３Ｂには第一、第二の開口６３Ｂｆ，６
３Ｂｇを設け、透光性部材８１，８２でこれらの開口６３Ｂｆ，６３Ｂｇを密閉してある
。またシャッター６４が現像ローラ１２を露出するように開いた状態において、シャッタ
ー６４には前記透光性部材８１，８２を結ぶ直線上に開口６４ｋを設けてある。
【０１９５】
上述の第一、第二の開口６３Ｂｆ，６３Ｂｇは現像ローラ１２の長手方向において、現像
ローラ１２の現像作用領域よりも外側に配置されている。カートリッジフレーム６３のカ
バーフレーム６３Ｃには長手方向の中央部に把手６３ｅが設けてある。この把手６３ｅは
カバーフレーム６３Ｃの長手方向中央部をトナーを収納する内部側へ向って凹部として設
けることにより形成したもので、現像フレーム６３Ａに近い側のカバーフレーム６３Ｃの
フランジ６３Ｃｂ上に長手方向に短かい凹部６３ｅ１を設け、現像フレーム６３Ａから遠
い側のカバーフレーム６３Ｃ背部に長手方向に前記凹部６３ｅ１よりも長い凹部６３ｅ２
を設けてあって、これら凹部６３ｅ１，６３ｅ２によって把手６３ｅを形成してある。
【０１９６】
現像カートリッジＤの長手方向を軸として、現像カートリッジＤ回りに関してみると、前
述の第一の開口６３Ｂｆは把手６３ｅに近い側に配置されている。また第二の開口６３Ｂ
ｇは把手６３ｅから見て第一の開口６３Ｂｆよりも遠い側に配置されている。
【０１９７】
第一の開口６３Ｂｆを密閉してある透光性部材８１はトナー収納部６３ａ側へ向って突出
しており突形状であり、第二の開口６３Ｂｇに嵌め込まれている透光性部材８２は平坦形
状である。これらの樹脂製品は例えばアクリル製品である。
【０１９８】
図３６はロータリーユニット１１に現像カートリッジＤが装着された位置にある状態を示
す。装置本体３０側には図３６に示すように、ロータリーユニット１１の軸方向に向って
装置本体３０に例えば発光ダイオードのような発光部材８３及び例えばＣＣＤのような受
光部材８６が配設されている。一方、ロータリーユニット１１のフランジ１１ｆを軸方向
に貫通して入力光ガイド部材８４、出力光ガイド部材８５が壁面１１ｅから突出してこの
フランジ１１ｆに固定されている。上述の発光部材８３、受光部材８６は現像カートリッ
ジＤを装置本体３０に着脱する位置にロータリーユニット１１が回転して、着脱位置に現
像カートリッジＤが位置する状態において夫々光ガイド部材８４，８５の入射面８４ａ、
出射面８５ａと対向している。
【０１９９】
また、現像カートリッジＤをロータリーユニット１１に装着した状態では入力光ガイド部
材８４の出射面８４ｃはシャッター６４の開口６４ｋと対向している。この出射面８４ｃ
から出る光はシャッター６４の開口６４ｋ、第一の開口６３Ｂｆ、第二の開口６３Ｂｇを
とおるように出射面８４ｃの向が定められている。
【０２００】
更に、現像カートリッジＤをロータリーユニット１１に装着した状態では出力光ガイド部
材８５の入射面８５ｃは前記入力光ガイド部材８４の出射面８４ｃから出た光がシャッタ
ー６４の開口６４ｋ、トナーフレーム６３Ｂの第一の開口６３Ｂｆ、第二の開口６３Ｂｇ
をとおりぬけて到達して進入する位置に設けられている。
【０２０１】
上述のように構成されているのでカートリッジフレーム６３内のトナー収納部６３ａにト
ナーがなくなると、今まで発光部材８３から出射された入力光ガイド部材８４を通じて第
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一の開口６３Ｂｆよりトナーフレーム６３Ｂに入射する光がトナーフレーム６３Ｂ内のト
ナー収納部６３ａ内のトナーで遮断されていたのが、装置本体３０に設けられた発光部材
８３から出射された光は、ロータリーユニット１１に設けられた入力光ガイド部材８４の
入射面８４ａに入射して入力光ガイド部材８４中を進み、その反射面８４ｂで反射され、
出射面８４ｃより出射され、シャッター６４に設けた開口６４ｋを通じて現像カートリッ
ジＤの透光部材８１、トナーフレーム６３Ｂ内のトナー収納部６３ａ、透光部材８２を通
過して、ロータリーユニット１１に設けられた出力光ガイド部材８５の入射面８５ｃに入
射し、反射面８５ｂで反射され、出力光ガイド部材８５中を進みその出射面８５ａより出
射され、装置本体３０の受光部材８６に受光される。この受光部材８６は例えばＣＣＤで
あるから、ここで光電変換された信号により装置本体３０に設けた図示されない制御装置
に設けたトナー有無検知回路はトナーなしを判断して表示部に表示する。
【０２０２】
上述の光ガイド部材８４，８５はアクリル樹脂製である。
【０２０３】
なお、前記発光部材８５、受光部材８６は一つの基板８７に取り付けられ一体化すること
により、組立分解を容易にすることができる。
【０２０４】
上述の入力光ガイド部材８４、出力光ガイド部材８５は一つのロータリーユニット１１の
各カートリッジ装着部１４ｙ，１４ｍ，１４ｃ，１４ｂに夫々設けられている。
【０２０５】
図４に示すように上述の透光性部材８１はトナー送り部材１５の支持軸１５ｃであるジャ
ーナル３３，３６の中心線（トナー送り部材１５の回転中心）を中心とする円筒面８１ａ
を有してトナー収納部６３ａ内へ向って突出しており、第一の開口６３Ｂｆに嵌め込んだ
上囲繞して設けたフランジ８１ｂを第一の開口６３Ｂｆの縁に接して溶着または接着して
ある。このようにして透光性部材８１に凹部８１ｃを備えているため、現像カートリッジ
Ｄを取り扱う際透光性部材８１の光透過部を汚したり、傷つけたりすることがない。
【０２０６】
また透光性部材８２はトナー送り部材１５の支持軸１５ｃ（ジャーナル３３及び３６）の
中心から下した法線と直角に交叉する平坦面８２ａを有し、開口６３Ｂｇに嵌め込んだ上
囲繞して設けたフランジ８２ｂを開口６３Ｂｇの縁に接して溶着または接着している。こ
のように透過性部材８２は浅い凹部８２ｃを備えているため、現像カートリッジＤを取り
扱う際、透光性部材８２の透過面を汚したり、傷つけたりすることがない。前記トナー送
り部材１５の回転中心から透光性部材８１，８２のトナー収納部６３ａに面する円筒面８
１ａ、平坦面８２ａに下した垂線の長さよりもトナー送り部材１５の半径は大きい。トナ
ーフレーム６３Ｂはトナー送り部材１５の弾性ブレード１５ａが自由状態でわずかに曲げ
られて摺動する円弧面６３Ｂｔ等の内周面を有する。この円弧面６３Ｂｔの半径は透光性
部材８１、円筒面８１ａ、透光性部材８２の平坦面８２ａにトナー送り部材１５の回転中
心から下した垂線の長さよりも大きい。
【０２０７】
図３０、図３１に示すようにトナー送り部材１５は夫々軸方向で対向するジャーナル３３
，３６の端面に回転中心をとおる軸方向のスリットを設け、このスリットに両端を差し込
んでブレード支持板金１５ｂを支持する。このスリットに差し込んだブレード支持板金１
５ｂの長手方向の先端１５ｂ１が丁度嵌合する穴を夫々ジャーナル３３，３６の軸心に設
けてある。このブレード支持板金１５ｂには長手方向に長穴１５ｂ２が設けられ、両端に
長手方向の長溝１５ｂ３が切り込まれている。
【０２０８】
このような長穴１５ｂ２、長溝１５ｂ３を設けてあるため、トナー送り部材１５が回転す
る際、トナー収納部６３ａのトナーを持ち上げて、トナー送り部材１５が水平に近ずいて
現像室６３Ａｔへ送り出す場合、この送り出されるトナーはブレード支持板金１５ｂの長
穴１５ｂ２、長溝１５ｂ３からトナー収納部６３ａへ抜けて戻ってしまうので現像室６３
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Ａｔへ過剰にトナーが送り込まれることがない。また、トナー送り部材１５の負荷を小さ
くすることができ、現像カートリッジＤの駆動動力を少なくできる。
【０２０９】
ブレード支持板金１５ｂには弾性ブレード１５ａが接着または溶着して一体的に固定され
ている。透光性部材８１，８２はトナーフレーム６３Ｂの円弧面６３Ｂｔよりもトナー収
納部６３ａ内へ少し突出している。一方弾性ブレード１５ａの先端はトナー送り部材１５
の回転中心と平行して全長にわたり、この回転中心から同一半径上にあるから弾性ブレー
ド１５ａは透光性部材８１の円筒面８１ａ、透光性部材８２の平坦面８２ａで長手方向の
他の部分よりも大きくたわむ。これによって、円筒面８１ａ、平坦面８２ａに付着するト
ナーは確実にぬぐいとられる。これによってトナー収納部６３ａ中のトナーの有無の検知
を正確なものとする。
【０２１０】
このようにトナー収納部６３ａ内のトナーの有無を正確に検知するために弾性ブレード１
５ａ（トナー攪拌部材）の長手方向の一部をより大きく撓ませて、秀光性部材８１、８２
の内面に付着するトナーをより確実に除去している。そして現像に影響しないように、透
光性部材８１，８２の位置はトナー収納部６３ａの長手方向の端部にあり、この位置は現
像作用領域外にあるから、弾性ブレード１５ａの長手方向端部における他の部分とは異な
る均一でないトナーの動きの影響が画像領域に及ぼされない。また、装置本体３０のロー
タリーユニット１１に有する入出射光ガイド部材８４，８５が短かくなるので、光量の減
衰が少なく発光部材８３、受光部材８６を小型低コストで構成できる。
【０２１１】
弾性ブレード１５ａによるトナー攪拌の長手方向における不均一性の影響が画像領域へ影
響しないようにするため、透光性部材８１，８２をトナー収納部６３ａの端部に設けたが
更にトナー攪拌の不均一が画像領域へ影響しない構成を図３０、図３１に示す。これらの
図に示すように画像領域外で弾性ブレード１５ａの先端から半径方向へ切り離し部１５ａ
１を設けてある。この切り離し部１５ａ１は幅のあるスリット、または幅のない切目であ
る。この切り離し部１５ａ１は長手方向で透光性部材８１，８２の外近くで且つトナーフ
レーム６３Ｂの中央寄りである。
【０２１２】
この切り離し部１５ａ１があるため、透光性部材８１，８２を清掃するための弾性ブレー
ド１５ａの透光性部材清掃部１５ａ２が、透光性部材８１，８２を通過する際、大きくた
わんで不均一な動きとなっても、切り離し部１５ａ１を越えて現像作用領域の弾性ブレー
ド１５ａの挙動に影響を及ぼさない。
【０２１３】
このトナー送り部材１５は図４において反時計方向に回転してトナー供給開口部６３Ｂｃ
へ向けてトナーを持ち上げてトナー供給開口部６３Ｂｃを通じて現像室６３Ａｔ内へトナ
ーを送り出す。
【０２１４】
現像作用時に回転する塗布ローラ１９でもって現像ローラ１２にトナーを塗り付け、現像
ブレード１６で現像ローラ１２上のトナーの層厚を規制すると共に摩擦帯電電荷を与える
。現像ローラ１２に付着したトナーは現像バイアスを加えられて感光体ドラム１上の潜像
に付与され、感光体ドラム１上には可視像が形成される。なお塗布ローラ１９、現像ブレ
ード１６は現像ローラ１２と同電位とされる。
【０２１５】
このような現像を繰り返すと、トナー収納部６３ａ中のトナーは減少する。トナーが減少
して行くとき、トナー送り部材１５の弾性ブレード１５ａは反時計方向に回転する際に透
光性部材８１，８２のトナー収納部６３ａに面する内面である円筒面８１ａ、平坦面８２
ａと摺擦することによって円筒面８１ａ、平坦面８２ａに付着するトナーを除去する。ト
ナー収納部６３ａのトナーが空に近ずくと、平坦面８２ａ上にトナーは残るが円筒面８１
ａは弾性ブレード１５ａで清掃されてトナーは再び付着しない。一方平坦面８２ａ上のト
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ナーが弾性ブレード１５ａにより清掃されてもくずれてくるトナーが平坦面８２ａを覆う
が、トナーが少なくなると平坦面８２ａにトナーが堆積する時間が堆積しない時間よりも
長くなって行く。このとき発光部材８３から光は入力光ガイド部材８４、透光性部材８１
、トナー収納部６３ａ、透光性部材８２、シャッター６４の開口６４ｋ、出力光ガイド部
材８５を通じて受光部材８７を照射する時間の長さまたは割合が一定以上となると、装置
本体３０の表示部にはトナーなしが表示される。
【０２１６】
上述のようにトナーフレームの長手方向の端部にトナー有無検知を行う開口を設けたため
、この開口を密閉する透光性部材の内面を拭き取る攪拌羽根の均一でない動きが生じるが
、この動きの影響はトナーフレームのトナー収納部の長手方向端部に限定され、画像領域
に影響を及ぼさない。
【０２１７】
トナーフレームの長手方向端部にトナー有無検知を行う開口を設けたため、この開口と発
光部材、受光部材との距離を短くでき、光ガイド部材を短かくできる。
【０２１８】
なお、光ガイド部材としては上述のアクリル製硬質のものに限られず、光ファィバーを用
いてもよい。
【０２１９】
（現像カートリッジの外壁へのトナー付着防止）
図８に示すようにシャッター６４は両端の長手方向に直角な平板扇形状の両側壁の一方の
側壁６４ｅの頂点の部分に設けた丸穴６４ａが現像カートリッジＤの長手方向一端側に設
けた突出部６３ｃに回転自在に嵌合する。また、他方の側壁６４ｆの丸穴６４ａが、現像
カートリッジＤの長手方向他端側に取り付けた突出部６３ｇに回転自在に嵌合している。
シャッター６４は上記側壁６４ｅ，６４ｆ間はカバー部６４ｇとなっている。
【０２２０】
シャッター６４のカバー部６４ｇはサイドカバー６３Ｄと一体の突出部６３ｃ及びサイド
カバー６３Ｅに取り付けた突出部６３ｇを中心とする円弧形断面でもって長手方向に延在
する。シャッター６４は装置本体３０に装着状態では開き、図６に示すように現像ローラ
１２等が見える。装置本体３０から取り外した状態ではシャッター６４は図７に示すよう
に現像ローラ１２等を覆うように閉じている。これらシャッター６４の開閉は現像カート
リッジＤをロータリーユニット１１へ着脱する操作でもって、シャッター６４とロータリ
ーユニット１１のカートリッジ装着部１４が連動して行われる。上記現像ローラ１２等を
露出させる開口部６３ｂは図４に示す現像ブレード１６と、現像部材支持フレーム６３Ａ
の舌部６３Ａｕと、図６に示すサイドカバー６３Ｄ，６３Ｅで画された内側の領域となっ
ている。
【０２２１】
図４の一部拡大図の図３７に示すように全体としては断面ほぼＬ字形の現像部材支持フレ
ーム６３Ａの舌部６３Ａｕ上面６３Ａｕ１は現像作用位置ではほぼ水平であり、その前面
６３Ａｕ２は上記上面に対して舌部６３Ａｕが鋭角となるように斜設してある。この舌部
前面６３Ａｕ２を含む平面は開いたシャッター６４の開き端（戸先）６４ｈを横切ってお
り、開き端６４ｈにおけるシャッタ内面６４ｉよりも外方にある。
【０２２２】
現像部材支持フレーム６３Ａの舌部前面６３Ａｕ２には可撓性シール４９が貼り付けられ
ている。この可撓性シール４９は図６に示すように現像ローラ１２の現像作用領域を越え
るようにして現像作用領域を覆うように長手方向に延在する。具体的には可撓性シール４
９の両端はスペーサコロ１２ａ，１２ｂと重なる位置まで延在する。そして可撓性シール
４９の長手方向の一辺４９ａは感光体ドラム１上に形成されたトナー像の通過できるよう
に感光体ドラム１に接近している。また長手方向の他辺４９ｂの縁はシャッター６４が開
いた状態においてシャッター６４の開き端６４ｈの縁のシャッタ内面６４ｉに圧接してい
る。可撓性シール４９はシャッター６４をカートリッジフレーム６３に取り付けていない
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状態においては平面の帯状板であり、シャッター６４をカートリッジフレーム６３に取り
付けてシャッター６４の内面６４ｉと可撓シール４９の他辺４９ｂが接した状態では可撓
性シール４９はたわむようになっている。
【０２２３】
図３８に示すようにシャッター６４を閉めるとシャッター６４の後縁６４ｊは可撓性シー
ル４９の他辺４９ｂと離れて可撓性シール４９は平面状となる。
【０２２４】
シャッター６４が閉った状態では、シャッター６４の開放方向下流側の端部６４ｈは現像
部フレーム６３Ａのフランジ６３Ａａ前面に設けた突条６３Ａｖに重なって接するかわず
かに離れている。またシャッター６４の後縁６４ｊは可撓性シール４９と重なって可撓性
シール４９と接するか接近している。そしてシャッター６４の開口６４ｋは可撓性シール
４９とほぼ重なっている。
【０２２５】
ここでシャッター６４が開いている際、上記可撓性シール４９の一辺４９ａ側は現像ロー
ラ１２側からのトナーが漏れ出るのを防止する。また、飛散するトナーがあっても、シャ
ッター６４と可撓性シール４９の他辺４９ｂがシャッター６４の内面６４ｉと圧接してい
るため、トナーがカートリッジフレーム６３の外壁面に回り込むことがない。従って、現
像カートリッジＤを取り外す際に把手６３ｅのみでなくカートリッジフレーム６３等を手
で持ったとしても手が汚れるおそれがない。
【０２２６】
シャッター６４が閉っている状態ではシャッター６４は開口部６３ｂを全面で覆い、しか
もシャッター６４の両側壁６４ｅ，６４ｆがサイドカバー６３Ｄ，６３Ｅの両側面６３ｈ
，６３ｉに接近して覆い、且つシャッター６４の開口６４ｋには可撓性シール４９がほぼ
重なるので、現像ローラ１２等は保護が充分となる。又、ちり、ほこりが現像ローラ１２
に向かって移動するのを防止できる。
【０２２７】
上述において、可撓性シール４９を貼り付ける現像部材支持フレーム６３Ａの舌部前面６
３Ａｕ２の幅Ｌ６３Ａｕ２の大きさは２～１０ｍｍ、舌部前面６３Ａｕ２と舌部上面６３
Ａｕ１の交叉する角から短手方向へ感光体ドラム１へ向って突出する可撓性シール４９の
長さＬ４９ａは１～５ｍｍ、舌部前面６３Ａｕ２の短手方向下端から突出する可撓シール
４９の部分の長さＬ４９ｂは５～３０ｍｍである。この実施の形態における実施例は舌部
前面の幅Ｌ６３Ａｕ２＝４．５ｍｍ、現像ローラ１２外周へ向って突出する可撓性シール
４９の部分の長さＬ４９ａ＝２．５ｍｍ、シャッター６４と摺擦する先端となる他辺４９
ｂ側へ突出する可撓性シール４９の部分の長さＬ４９ｂ＝１８ｍｍである。なお可撓性シ
ール４９の長手方向長さは２４２ｍｍ（本画像形成装置の通紙幅レター（ＬＴＲ）サイズ
の幅＝２１６ｍｍに対して）である。
【０２２８】
上記可撓性シール４９の材質はポリエチレンテレフタレートＰＥＴ、ポリエチレンＰＥ、
ポリプレンＰＰ等から選ばれる。
【０２２９】
上述のように現像カートリッジＤは現像ローラ１２がカートリッジフレーム６３から露出
する部分をカバーするためのカバー位置と、このカバー位置から退避して現像ローラ１２
をカートリッジフレーム６３から露出させる退避位置と、を移動可能なシャッター６４を
備えている。
【０２３０】
現像ローラ１２の長手方向に沿って、また、シャッター６４の移動経路に対向して位置す
る前記カートリッジフレーム６３部分に、短手方向の一端側と他端側とを前記カートリッ
ジフレーム６３部分から突出させて設けられた可撓性シール４９と、を有する。ここで可
撓性シール４９は前記カートリッジフレーム６３からトナーが漏れ出るのを防止する。
【０２３１】
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シャッター６４が前記退避位置に退避した際には、シャッター６４の内面６４ｉに可撓性
シール４９の短手方向の一端である一辺４９ａ側が接触する。
【０２３２】
上述のように可撓性シール４９を設けたのでシャッター６４と可撓性シール４９はシャッ
ター６４開放時である画像形成時に飛散するトナーによりカートリッジフレーム６３の外
壁が汚れるのを防ぐことができ、使用者が現像カートリッジを着脱する際に現像カートリ
ッジにふれる部分が汚れないので使用者の手を汚すことがない。
【０２３３】
そして可撓性シール４９はシャッター６４が閉った際に、シャッター６４のトナー残量（
有無）検知の際に用いられる開口６４ｋをほぼ覆うので、この開口６４ｋを通じてほこり
等の異物が現像カートリッジＤの露出部へ侵入するのを防止することができる。
【０２３４】
（駆動力受け側のサイドカバー（現像バイアス接点））
図３９に示すように現像カートリッジＤの駆動力受け側に設けるサイドカバー６３Ｄの側
面６３ｈは現像カートリッジＤとして組立状態において長手方向に対して略直角な平面で
ある。この側面６３ｈには駆動力受け部材２２を取り囲む円筒形の突出部６３ｃが一体に
成形されている。
【０２３５】
この突出部６３ｃ先端と駆動力受け部材２２の軸方向の先端は側面６３ｈと平行な平面上
にあり、ほぼ同一平面上にある。
【０２３６】
この側面６３ｈには、この側面６３ｈと同一平面でもって現像バイアス接点４１が露出し
ている。この現像バイアス接点４１の形状は略長方形であって、その一辺４１ａ１は駆動
力受け部材２２の回転中心２２ｃを通る直線Ｌ６３Ｄ２上にある。また、現像ローラ１２
の長手方向であって、前記現像バイアス接点が設けられている前記サイドカバー６３Ｄの
外側から見て、駆動力受け部材２２の回転中心２２ｃと現像ローラ１２の回転軸１２ｃの
中心（現像ローラ１２の回転中心）１２ｃ１を結んだ直線Ｌ６３Ｄ１に対して反時計方向
にα１＝約１７５度の位置に駆動力受け部材２２の回転中心２２ｃを通る前記直線Ｌ６３
Ｄ２が位置する。そして、現像バイアス接点４１の前記一辺４１ａ１に対向する一辺の角
４１ａ２と駆動力受け部材２２の回転中心２２ｃを結ぶ直線Ｌ６３Ｄ３と前記駆動力受け
部材２２及び現像ローラ１２の回転中心２２ｃを夫々結ぶ直線Ｌ６３Ｄ１とのなす角α２
は１４０度である。即ち、前記現像ローラ１２の長手方向であって、前記現像バイアス接
点４１が設けられている前記カートリッジフレーム６３部分としてのサイドカバー６３Ｄ
の外側から見て、前記現像バイアス接点４１は、前記駆動力受け部材２２の回転中心２２
ｃと前記現像ローラ１２の回転中心１２ｃ１とを結んだ直線Ｌ６３Ｄ１に対して、反時計
方向に１４０度から１７５度の領域に配置されている。
【０２３７】
ここで、現像バイアス接点４１が前記領域に配置されていることの意味は、装置本体に設
けられた本体現像バイアス接点部材（接点ピン４２（図１４参照））と接触する部分が前
記領域内に配置されていることである。したがって、前記接触する部分以外の現像バイア
ス接点部分が前記領域からはみ出しても構わない。しかし、より好ましくは、現像バイア
ス接点４１の全領域が前記領域内に位置することである。
【０２３８】
現像バイアス接点４１は現像カートリッジＤをロータリーユニット１１に装着した状態に
おいて、図１４に示されるロータリーユニット１１のフランジ１１ｇに設けられ壁面１１
ａから軸方向へ弾力でもって突出している現像バイアス接点ピン４２と接触する。尚、図
３９中、点線４１ａで囲まれた部分が現像時に接点ピン４２と接触する部分である。この
接点ピン４２は先端が半球形であり、現像カートリッジＤのロータリーユニット１１へ着
脱時に現像バイアス接点４１と摺擦する。尚、図３９中、点線４１ｂで囲まれた部分が、
接点ピン４２と摺擦する部分である。そして現像カートリッジＤはロータリーユニット１

10

20

30

40

50

(32) JP 3679614 B2 2005.8.3



１に装着された状態で、ロータリーユニット１１が回転割り出し作動をする際に、現像ロ
ーラ１２の両端のスペーサコロ１２ａ，１２ｂが感光体ドラム１に突き当る。そして、現
像カートリッジＤは圧縮コイルばね１１ｄのばね力に抗してカートリッジフレーム６３の
突出部６３ｃ，６３ｇを夫々支持しているロータリーユニット１１の円弧リブ２６ａ，５
９ｅに支持されて突出部６３ｃ，６３ｇの中心、即ち、駆動力受け部材２２の回転中心２
２ｃを中心として揺動する。現像バイアス接点４１が前述した領域内に配置されているの
で、この揺動を行う際に、ロータリーユニット１１から突出している現像バイアス接点ピ
ン４２が現像バイアス接点４１から外れない。従って、現像バイアス接点ピン４２と現像
バイアス接点４１は現像工程の割り出し動作によって摺擦し、接点４１と接点ピン４２と
の間に挟まった異物によって導通不良が生ずることを防ぐことができる。また現像バイア
ス接点ピン４２は、ロータリーユニット１１の回転によって現像カートリッＤの長手方向
の一側面６３ｈの合成樹脂の表面と接触することがないので、側面６３ｈが削れるという
ことがない。
【０２３９】
尚、現像時には、接点ピン４２，現像バイアス接点４１を介して、現像ローラ１２に、現
像バイアスとして、周波数２０００Ｈｚ、ピーク・ピーク間電圧２０００Ｖの交流電圧と
－４００Ｖの直流電圧を重畳した電圧を印加する。
【０２４０】
上述のようにロータリーユニット１１に装着された現像カートリッジＤの現像バイアス接
点４１は略長方形であって、この長方形の中心部分がロータリーユニット１１に設けた現
像バイアス接点ピン４２と接する。
【０２４１】
なお、上述のように配列された駆動力受け部材２２、現像バイアス接点４１及び位置決め
突起（ピン）６３ｄはほぼ一直線上に配設されている。
【０２４２】
以上説明した通り、本実施の形態の現像カートリッジＤは、電子写真画像形成装置本体に
装着された際に、装置本体から前記現像ローラ１２を回転させるための駆動力を受けるた
めの駆動力受け部材２２と、ここで前記駆動力受け部材２２は前記現像ローラ１２の長手
方向の一端側に設けられているカートリッジフレーム部分（例えば、サイドカバー６３Ｄ
）から外側に露出して設けられている、
電子写真画像形成装置本体に装着された際に、装置本体から前記現像ローラ１２に印加す
る現像バイアスを受ける受けるための現像バイアス接点４１と、ここで前記現像バイアス
接点４１は現像ローラ１２の長手方向の前記一端側に設けられている前記カートリッジフ
レーム部分（例えば、サイドカバー６３Ｄ）から外側へ露出して設けられている、
とを有し、
前記現像ローラの長手方向であって、前記現像バイアス接点４１が設けられている前記カ
ートリッジフレーム部分６３Ｄの外側から見て、前記現像バイアス接点４１は、前記駆動
力受け部材２２の回転中心２２ｃと前記現像ローラ１２の回転中心１２ｃ１を結んだ直線
Ｌ６３Ｄ１に対して反時計方向に１４０度から１７５度の領域に配置されている。
【０２４３】
そして前記現像バイアス接点４１は略長方形であって、前記長方形の略中心部分が装置本
体に設けられた現像バイアス接点ピン４２と接触する、これによって前記現像バイアス接
点４１は前記現像バイアス接点ピン４２を介して装置本体から前記現像ローラ１２に印加
する現像バイアスを受ける。
【０２４４】
また、前記略長方形の現像バイアス接点４１は、前記略長方形の一短片が前記駆動力受け
部材２２の回転中心２２ｃと前記現像ローラ１２の回転中心１２ｃ１とを結んだ直線Ｌ６
３Ｄ１に対して反時計方向に約１７５度に位置する直線Ｌ６３Ｄ２に沿って配置されてい
る。
【０２４５】
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そして前記略長方形の現像バイアス接点４１は、前記略長方形の一角部分が前記駆動力受
け部材２２の回転中心と前記現像ローラ１２の回転中心１２ｃ１とを結んだ直線Ｌ６３Ｄ
１に対して反時計方向に約１４５度に位置する直線Ｌ６３Ｄ３と接触するように配置され
ている。
【０２４６】
また、更に、前記現像カートリッジＤは、前記現像ローラ１２の周面に付着するトナーの
量を規制するための現像ブレード１６を有する。
【０２４７】
更に、前記現像カートリッジＤは、トナー収納部６３ａに収納しているトナーが、イエロ
ー色トナー、マゼンタ色トナー、或は、シアン色トナーである場合には、前記現像ローラ
１２の周面にトナーを付着させるための塗布ローラ１９を有している、そして、前記現像
バイアス接点４１が装置本体から受けたバイアスは前記現像ローラ１２、現像ブレード１
６、及び、塗布ローラ１９に印加される。
【０２４８】
前記現像バイアス接点４１が装置本体から受けたバイアスは、第一の板バネ部分（４１ｄ
）を介して前記現像ブレード１６の板金１６ａ部分に印加される、また、第二の板バネ部
分（４１ｃ）を介して前記塗布ローラ１９に印加される、また、現像バイアス接点ばねと
してのコイルスプリング（４６）を介して前記現像ローラ１２の軸部分（１２ｃ）に印加
される、ここで前記現像バイアス接点４１、第一の板バネ部分（４１ｄ）、及び、第二の
板バネ部分（４１ｃ）は一体の金属部材である。
【０２４９】
尚、前記現像カートリッジＤは、前記トナー収納部６３ａに収納しているトナーが、ブラ
ック色トナーである場合には、前記現像バイアス接点４１が装置本体から受けたバイアス
は前記現像ローラ１２に印加される、そして現像ブレード１６には印加されない。
【０２５０】
上述のように現像カートリッジＤは駆動力受け部材２２を露出させるための開口と、現像
バイアス接点４１を取り付けるための現像バイアス接点取り付け部と、を有する現像カー
トリッジサイドカバー６３Ｄをカートリッジフレーム６３の部分として有している。そし
て、現像カートリッジサイドカバー６３Ｄは、現像カートリッジＤが電子画像形成装置本
体３０に装着された際に、装置本体３０のロータリーユニット１１に設けられた圧縮コイ
ルばね１１ｄによる付勢力を受けるための付勢力受け部（ばね受け部）６３ｋ１，６３ｋ
２と、付勢力受け部６３ｋ１，６３ｋ２が受けた力によって回転する現像カートリッジＤ
の回転を規制するための前記装置本体３０のロータリーユニット１１に当接するための突
き当て部としてのボス６３ｍ１，６３ｍ２と、を有している。そして前記現像バイアス接
点４１は前記駆動力受け部材２２を露出させるための開口を有する円筒部６３ｃ２の先端
６３ｃ３、及び、前記付勢力受け部６３ｋ１，６３ｋ２よりも現像ローラ１２の長手方向
から見て退いた位置にある。
【０２５１】
さて、このサイドカバー６３Ｄは、サイドカバー６３Ｄに設けた穴６３Ｄｒ（図３９、図
４１参照）に小ねじ４３を挿通してカップリングフレーム６３Ｆのめねじ６３Ｆｅ（図３
４参照）にねじ込み固定されている。尚、サイドカバー６３Ｄに設けられたダボ、６３Ｄ
ｕは、カップリングフレーム６３Ｆに設けられた穴６３Ｆｒに嵌合して、サイドカバー６
３Ｄとカップリングフレーム６３Ｆの位置決めを行うためのものである。ここで、一方の
穴は長穴となっている。
【０２５２】
図４０に示すようにサイドカバー６３Ｄの内側に現像ローラ１２の回転軸１２ｃ端へ軸方
向に向って突出するばね保持突部６３Ｄｓを有し、このばね保持突部６３Ｄｓの回りには
現像バイアス内側接点部４１ｂが設けられている。塗布ローラ１９の回転軸１９ａ端に接
する塗布ローラ接点部４１ｃが片持梁状の第二の板ばね部分として設けられている。また
、色現像カートリッジＤｙ，Ｄｍ，Ｄｃの場合には現像ブレード１６の弾力があり可撓性
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の薄板であるブレード支持板金１６ａを押圧するために、ブレード支持板金１６ａに重ね
て押え板４４が現像部材支持フレーム６３Ａに一体成形されたダボ６３Ａｗに嵌合して位
置決めされ、押え板４４の穴を挿通して小ねじ４５が現像部材支持フレーム６３Ａにねじ
込まれている。この押え板４４は駆動力受け側のサイドカバー６３Ｄの側面６３ｉの裏面
に近くまで延出されて先端４４ａは現像バイアス接点４１の現像ブレード接点部４１ｄに
重なるようにして接している。この現像ブレード接点部４１ｄは押え板４４の先端４４ａ
へ向って斜設されていて、この斜面に押え板４４の先端４４ａが当って現像ブレード接点
部４１ｄが撓む。即ち、現像ブレード接点部４１ｄは第一の板ばね部分となっている。
【０２５３】
前述した接点４１、現像バイアス内側接点部４１ｂ、塗布ローラ接点部４１ｃ、現像ブレ
ード接点部４１ｄは一体に板金で作られており、現像バイアス部材を構成している。そし
て現像ローラ１２、現像ブレード１６、塗布ローラ１９を同電位に帯電する。この現像バ
イアス接点部材の材料は燐青銅、ベリウム青銅、ステンレス等である。
【０２５４】
なお、現像バイアス内側接点部４１ｂと現像ローラ１２の回転軸１２ｃの端面間には金属
製の圧縮コイルばねでできた現像バイアス接点ばね４６が縮設されている。
【０２５５】
また、ブラック現像カートリッジＤｂでは現像ブレード１６の弾性ブレード１６ｃを支持
する板金１６ａは剛性である帯状板であり、上述色現像器Ｄｙ，Ｄｍ，Ｄｃで用いられた
押え板４４を備えない。従ってブラック現像カートリッジＤｂの現像ブレード接点部４１
ｄと現像ブレード１６は電気的に切り離されていて現像ブレード接点部４１ｄが機能しな
いようになっている。従ってブラック現像カートリッジＤｂは現像ローラ１２に現像バイ
アスが印加されるが現像ブレード１６には印加されない。
【０２５６】
駆動力受け側のサイドカバー６３Ｄの内側を示す図４１のようにサイドカバー６３Ｄの側
面６３ｈに平行な裏面６３Ｄｅは平面であって、現像バイアス内側接点部４１ｂが接して
いる。この内側接点部４１ｂへの外部露出部４１ａからのつながりは図４１のＢ－Ｂ断面
図の図４２に示すように側面６３ｈと裏面６３Ｄｅ間を貫通する長穴６３Ｄｊ内に設けた
ダボ６３Ｄｋに外部露出部４１ａ側の一端部４１ｅを折曲して折曲部４１ｆの穴を嵌め込
んである。長穴６３Ｄｊと並列する長穴６３Ｄｎを設け、外部露出部４１ａの他辺側を折
曲して長穴６３Ｄｎから内部側へ通して内部側でサイドカバー６３Ｄの裏面６３Ｄｅに沿
った導板部４１ｇは裏面６３Ｄｅに接して図４１に示すように前記現像バイアス内側接点
部４１ｂの下円外周側に同一平面でつらなっていて、サイドカバー６３Ｄの裏面６３Ｄｅ
側に突設したダボ６３Ｄｐに導板部４１ｇの逆爪付の穴４１ｈに嵌入固定されている。ま
た図４１において現像バイアス内側接点部４１ｂの上方へ同一平面でつらなる導板部４１
ｉはサイドカバー６３Ｄの内側に突設したダボ６３Ｄｑに導板部４１ｉに設けた逆爪付の
穴４１ｈが嵌合している。この導板部４１ｉはサイドカバー６３Ｄの裏面６３Ｄｅに接し
ている。そして導板部４１ｉの上部の側方の縁から折曲されて前記導板部４１ｉの図４１
に見える表面との間に９０度以上の角度をなして斜設されたブレード接点部４１ｄが設け
られている。このブレード接点部４１ｄがへたらないようにブレード接点部４１ｄ先端部
は折り返した端部４１ｊをサイドカバー６３Ｄの裏面６３Ｄｅに立設した壁面６３Ｄｔに
接するようにしてある。
【０２５７】
また、６３Ｄｓは黒現像カートリッジが有する現像ローラ１２の内部に設けられたマグネ
ットを支持する支持部である。６３Ｄｓ１は、モールドの弾性力でもってマグネットをス
ライス方向へ押圧するための押圧部である。
【０２５８】
また、前述した塗布ローラ接点部４１ｃは導板部４１ｇの下縁の一部から下方へ延出して
その先を上方へ彎曲してその先端を接点部４１ｃとしたものである。
【０２５９】
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上述のようにしてあるため、現像バイアス接点４１ａに印加される現像バイアスは現像バ
イアス内側接点部４１ｂ、現像バイアス接点ばね４６、現像ローラ軸１２ｃを通じて現像
ローラ１２に加えられると共に、塗布ローラ接点部４１ｃに接触している塗布ローラ１９
の回転軸１９ａに加えられて塗布ローラ１９を現像ローラ１２と同電位とする。また、前
記外部露出部４１ａに印加された現像バイアスは現像ブレード接点部４１ｄに接触してい
る押え板４４を通じて現像ブレード１６に加えられ現像ローラ１２と現像ブレード１６は
同電位とされる。
【０２６０】
このように現像バイアスが現像バイアス接点部材４１である一体物で現像ローラ１２、現
像ブレード１６、塗布ローラ１９、に加えられるため途中に接触部が少なく電気的に安定
している。
【０２６１】
尚、ブラック現像カートリッジＤｂにあっては現像ブレード１６には電圧が加えられない
。また塗布ローラを有していない。
【０２６２】
上述のように現像バイアス接点について、現像バイアス接点、現像剤カートリッジはロー
タリーユニット内で駆動力受け部材の回転中心を中心に揺動する（現像時に現像ローラを
感光体ドラムに押し当てる加圧力が加わる）この揺動する際に装置本体のロータリーユニ
ットから突出している現像バイアス接点ピンが現像カートリッジの現像バイアス接点から
外れないようにすることにより、現像カートリッジ外壁（サイドカバー表面）の削れを防
いだり、現像バイアス接点とピン間に異物が挟まり導通不良となることを防ぐことができ
る。
【０２６３】
上述において、サイドカバー６３Ｄは段付駆動ギア２３ａにつらなる現像ローラギア２３
ｂ、段付アイドラギア２３ｃ、攪拌ギア２３ｄ、塗布ローラギア２３ｅ等のギアを総て覆
っている。しかしサイドカバー６３Ｄは現像カートリッジＤを駆動する外力が加えられな
い。
【０２６４】
また、このサイドカバー６３Ｄは位置決めされる駆動力受け部のための開口回りの円筒形
突出部と接点取り付け部が同じ部材の同じ側面にあることにより、装置本体に対する接点
と駆動入力部の位置精度を高めることができる。
【０２６５】
さて、前述した通り、本実施の形態のサイドカバー６３Ｄは、電子写真感光体に形成され
た潜像を現像するための、電子写真画像形成装置本体に着脱可能な現像カートリッジに用
いられる現像カートリッジサイドカバーであって、
前記駆動力受け部材２２を露出させるための開口（例えば、突出部としての円筒部６３ｃ
２に設けられた開口６３ｃ４）と、
前記現像バイアス接点を取り付けるための現像バイアス接点取り付け部と、
を有する。
【０２６６】
更に、前記現像カートリッジサイドカバー６３Ｄは、電子写真画像形成装置本体３０に装
着された際に、装置本体３０に設けられたバネ部材（例えば、圧縮コイルばね１１ｄ）に
よる付勢力を受けるための付勢力受け部（例えば、ばね受け部６３ｋ）と、前記付勢力受
け部が受けた力によって回転する現像カートリッジＤの回転を規制するために前記装置本
体３０に当接するための突き当て部（例えば、ボス６３ｍ）と、を有する。
【０２６７】
尚、前記付勢力受け部は突出して設けられている平板形状、また、前記突き当て部は突出
して設けられている円柱形状である。
【０２６８】
また、前記駆動力受け部材を露出させるための開口６３ｃ４は、前記駆動力受け部材２２
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を囲むように突出して設けられている円筒に設けられている。
【０２６９】
更に、前記現像カートリッジＤは、前記現像部材（例えば、現像ローラ１２）の露出部分
をカバーする閉じ位置と、前記閉じ位置から退避する退避位置とを取り得るシャッター６
４を有する、そして、前記円筒部６３ｃ２は前記シャッター６４の長手方向の一端側を回
転可能に取り付ける。
【０２７０】
更に、前記現像カートリッジサイドカバー６３Ｄは、前記シャッター６４を前記閉じ位置
にロックするためのロック部材７１を取り付けるための取り付け部７１ｃを有する。
【０２７１】
更に、前記現像カートリッジサイドカバー６３Ｄには、前記駆動力受け部材２２としての
カップリング部材２２ｄを支持するカップリングフレーム６３Ｆに対して前記現像カート
リッジサイドカバー６３Ｄを取り外し可能に取り付けるための穴６３Ｄｒが設けられてい
る。そして、前記カップリングフレーム６３Ｆは、前記現像ローラ１２の装着部を有する
現像フレーム６３Ａに取り付けられる。
【０２７２】
また、現像カートリッジサイドカバー６３Ｄは、前記カップリングフレーム６３Ｆを介し
て前記現像フレーム６３Ａに取り付けられた際に、前記駆動力受け部材としてのカップリ
ング部材２２ｄが装置本体３０から受けた駆動力を前記現像部材としての現像ローラ１２
に伝達するためのギア（例えば、現像ローラギア２３ｂ）をカバーする。
【０２７３】
また、前記現像カートリッジサイドカバー６３Ｄは、前記現像フレーム６３Ａに取り付け
られる際に、前記駆動力受け部材としてのカップリング部材２２ｄを支持するカップリン
グフレーム６３Ｆを間に挟んで前記現像フレーム６３Ａに取り付けられる。
【０２７４】
また、前記現像カートリッジサイドカバー６３Ｄは、プラスチック製の一体成型物である
。
【０２７５】
尚、ここで前記現像カートリッジサイドカバー６３Ｄの取り付け方法は次の通りである。
【０２７６】
電子写真画像形成装置本体に着脱可能であって、電子写真感光体に形成された潜像を現像
するための現像カートリッジに用いられる現像カートリッジサイドカバー取り付け方法に
おいて、
（ａ）電子写真感光体に形成された潜像を現像するための現像部材（例えば、現像ローラ
１２）を装着するための現像部材装着部を有する現像フレーム６３Ａを準備する工程と、
（ｂ）電子写真画像形成装置本体３０に装着された際に、装置本体３０から前記現像部材
を回転させるための駆動力を受けるための駆動力受け部材２２を支持するためのカップリ
ングフレーム６３Ｆを準備する工程と、
（ｃ）前記駆動力受け部材２２を露出させるための開口６３ｃ４と、
現像カートリッジＤが電子写真画像形成装置本体３０に装着された際に、装置本体３０か
ら前記現像部材に印加する現像バイアスを受けるための現像バイアス接点４１と、
を有する現像カートリッジサイドカバー６３Ｄを準備する工程と、
（ｄ）前記現像フレーム６３Ａに前記カップリングフレーム６３Ｆを取り付けるカップリ
ングフレーム取り付け工程と、
（ｅ）次いで、前記現像バイアス接点４１が前記現像部材と電気的に接続するように、ま
た、前記駆動力受け部材２２が前記現像カートリッジサイドカバー６３Ｄの有する開口６
３ｃ４から露出するように、前記カップリングフレーム６３Ｆに前記カートリッジサイド
カバー６３Ｄを取り付ける現像カートリッジサイドカバー取り付け工程と、
を有する。
【０２７７】
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ここで、前記カップリングフレーム取り付け工程において、前記現像フレーム６３Ａに前
記カップリングフレーム６３Ｆをネジを用いて取り付ける、また、前記現像カートリッジ
サイドカバー取り付け工程において、前記カップリングフレーム６３Ｆに前記カートリッ
ジサイドカバー６３Ｄをネジを用いて取り付ける。
【０２７８】
尚、実施の形態ではサイドカバー６３Ｅと現像部材支持フレーム６３Ａをねじ止めで結合
しているが、結合方法はスナップフイット及び／或はスナップクリップで結合するように
してもよい。
【０２７９】
前述実施の形態によれば、現像カートリッジはロータリーユニット内で回転中心を中心に
揺動する（現像時に現像ローラをドラムに押し当てる加圧力が加わる）この揺動する際に
装置本体から突出している接点ピンが現像カートリッジの接点から外れないようにするこ
とにより、現像カートリッジ外壁の削れを防いだり、接点に異物が挟まり導通不良を防ぐ
ことができる。
【０２８０】
【発明の効果】
前述した実施形態によれば、シャッターの識別部と画像形成装置本体の識別部が一致しな
い限り、現像カートリッジを画像形成装置本体へ装着することができない。そのため、現
像カートリッジは、このカートリッジが装着されるべきカートリッジ装着部以外へは装着
されない。したがって、現像カートリッジの誤装着を防止できる。
【０２８１】
以上説明した通り、本発明によれば、現像カートリッジを画像形成装置本体の誤った位置
に装着することを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】電子写真画像形成装置の縦断面図である。
【図２】ロータリーユニットの軸直角断面図である。
【図３】ロータリーユニットの軸直角断面図である。
【図４】色現像カートリッジの縦断面図である。
【図５】ブラック現像カートリッジの縦断面図である。
【図６】シャッターを開いた状態の現像カートリッジの斜視図である。
【図７】シャッターを閉じた状態の現像カートリッジの斜視図である。
【図８】シャッター回りを分解して略図で示す現像カートリッジの分解斜視図である。
【図９】シャッターが閉じた状態の現像カートリッジの反駆動側側面図である。
【図１０】シャッターが閉じた状態の現像カートリッジの駆動側側面図である。
【図１１】シャッターが開いた状態の現像カートリッジの反駆動側側面図である。
【図１２】シャッターが開いた状態の現像カートリッジの駆動側側面図である。
【図１３】ロータリーユニットの現像カートリッジ装着部の反駆動側の斜視図である。
【図１４】ロータリーユニットの現像カートリッジ装着部の駆動側の斜視図である。
【図１５】現像カートリッジをロータリーユニットへ装着する動作を示す側面図である。
【図１６】現像カートリッジをロータリーユニットへ装着する動作を示す側面図である。
【図１７】現像カートリッジをロータリーユニットへ装着する動作を示す側面図である。
【図１８】現像カートリッジをロータリーユニットへ装着する動作を示す側面図である。
【図１９】現像カートリッジをロータリーユニットへ装着する動作を示す側面図である。
【図２０】現像カートリッジのガイド及び位置決め部材の関係を示す側面図である。
【図２１】現像カートリッジの駆動装置を示す平面図である。
【図２２】現像カートリッジの駆動装置の側面図である。
【図２３】現像カートリッジの好適な駆動部材の配置を示す側面図である。
【図２４】現像カートリッジの好適な駆動部材の配置を示す側面図である。
【図２５】シャッターの斜視図である。
【図２６】現像カートリッジのロータリーユニットの装着を示す平面図である。
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【図２７】現像部材支持フレームの斜視図である。
【図２８】現像部材支持フレームの側面図である。
【図２９】現像部材支持フレームの端部の斜視図である。
【図３０】（ａ）トナーフレームの斜視図である。
（ｂ）トナーフレームの側断面図である。
【図３１】トナーフレームの水平断面図である。
【図３２】現像カートリッジの反駆動側を下斜めから見る斜視図である。
【図３３】現像カートリッジの長手方向端部を示す側面図である。
【図３４】現像カートリッジのカップリングフレーム部分を示す斜視図である。
【図３５】反駆動側サイドカバーの斜視図である。
【図３６】トナー残量検知手段を示す斜視図である。
【図３７】図４の一部拡大図である。
【図３８】図３７においてシャッターを閉めた状態を示す縦断面図である。
【図３９】駆動側サイドカバーの側面図である。
【図４０】現像カートリッジのシャッターを取り外して見る端部の正面図である。
【図４１】駆動側サイドカバーの内側を見る斜視図である。
【図４２】図３９のＢ－Ｂ断面図である。
【図４３】（ａ），（ｂ），（ｃ），（ｄ）は現像カートリッジ識別手段を模式的に示す
平面図である。
【図４４】現像カートリッジの駆動手段の側面図で有る。
【図４５】カートリッジフレームの斜視図である。
【符号の説明】
Ｍ１，Ｍ２…回転中心
Ｐ…記録媒体　Ｑ…付勢方向
Ｕ…プロセスカートリッジ　Ｃ…仮想平面
Ｄ…現像カートリッジ（現像装置）　Ｄｍ…マゼンタ現像カートリッジ　Ｄｃ…シアン現
像カートリッジ　Ｄｙ…イエロー現像カートリッジ　Ｄｂ…ブラック現像カートリッジ　
ＤＭ…モーメントの方向
Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３，Ｌ６３Ｄ１，Ｌ６３Ｄ２，Ｌ６３Ｄ３…直線　Ｌ４９ａ，Ｌ４９ｂ…
長さ　Ｌ６３Ａｕ２…幅
Ｘ１，Ｘ２…直線
１…電子写真感光体（感光体ドラム）
２…帯電手段
３…露光手段　３ａ…ポリゴンミラー　３ｂ…スキャナーモータ　３ｃ…結像レンズ　３
ｄ…反射レンズ
４…転写ユニット　４ａ…中間転写ベルト　４ｂ…駆動ローラ　４ｃ…２次転写対向ロー
ラ　４ｄ…従動ローラ　４ｅ…クリーニングユニット　４ｆ…帯電ローラ　４ｊ…押えロ
ーラ
５…搬送手段　５ａ…給紙カセット　５ｂ…ピックアップローラ　５ｃ１…給送ローラー
　５ｃ２…リタードローラ　５ｄ…搬送ローラ対　５ｅ…レジストローラ対　５ｆ…排出
ローラ対　５ｇ…搬送ガイド
６…転写手段（転写ローラ）
７…定着手段　７ａ…定着ローラ　７ｂ…加圧ローラ
８…排出部
９…クリーニング手段　９ａ…容器状の枠体　９ｂ…クリーニングブレード
９ｃ…除去トナー容器
１０…中心軸　１０ａ…スライド部材　１０ａ１…長穴　１０ｂ…圧縮コイルばね　１０
ｃ…ピン軸　１０ｄ…ガイド部　１０ｅ…先端円弧部　１０ｆ…凹部１１…ロータリーユ
ニット　１１ａ…壁面　１１ｄ…圧縮コイルばね　１１ｅ…壁面　１１ｆ，１１ｇ…フラ
ンジ　１１ｊ…ガイド部　１１ｍ，１１ｃ，１１ｙ，１１ｂ…仕切り板　１１ｍ１，１１
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ｃ１，１１ｙ１，１１ｂ１…本体識別部
１１ｘ…縁
１２…現像ローラ　１２ａ，１２ｂ…スペーサコロ　１２ｃ…回転軸　１２ｃ１…回転中
心
１３…途中の位置
１４，１４ｍ，１４ｃ，１４ｙ，１４ｂ…カートリッジ装着部
１５…トナー送り部材　１５ａ…弾性ブレード　１５ａ１…切り離し部　１５ａ２…透光
部材清掃部　１５ｂ…ブレード支持板金　１５ｂ１…先端　１５ｂ２…長穴　１５ｂ３…
長溝　１５ｃ…軸
１６…現像ブレード　１６ａ…板金　１６ｂ…小ねじ　１６ｃ…弾性ブレード
１６ｄ１，１６ｄ２…端部シール
１７…挿入口
１８…カバー
１９…塗布ローラ　１９ａ…回転軸
２２…駆動力受け部材　２２ａ…凹部　２２ｃ…回転中心　２２ｄ…カップリング部材
２３ａ…段付駆動ギア　２３ａ１…大ギア　２３ａ２…小ギア　２３ｂ…現像ローラギア
　２３ｃ…段付アイドラギア　２３ｃ１…大ギア　２３ｃ２…小ギア２３ｄ…攪拌ギア　
２３ｅ…塗布ローラギア
２４…駆動伝達部材　２４ａ…凸部　２４Ｍ…駆動モータ
２５…付勢手段
２６…ガイド　２６ａ…円弧状嵌合部（円弧リブ）　２６ｂ…押し付け部材
２６ｃ…傾斜部　２６ｄ…ガイド挿入部　２６ｅ…直線リブ
２７…トナーシール　２７ａ…トナーシール面　２７ｂ…折り返し部　２７ｃ…端部
３０…画像形成装置本体
３１ａ，３１ｂ…端部シール　３１ｃ…フィルム
３２…弾性シール部材
３３…ジャーナル
３４…シート状のシール部材
３５…軸封パッキン
３６…ジャーナル
３７…トナーキャップ
３８…現像ローラ軸受
３９…現像ローラ軸受
４１…現像バイアス接点　４１ａ…外部露出部　４１ａ１…一辺　４１ａ２…角４１ｂ…
現像バイアス内側接点部　４１ｃ…塗布ローラ接点部　４１ｄ…現像ブレード接点部　４
１ｅ…端部　４１ｆ…折曲部　４１ｇ…導板部　４１ｈ…穴
４１ｉ…導板部　４１ｊ…端部
４２…現像バイアス接点ピン
４３…小ねじ
４４…押え板　４４ａ…先端
４５…小ねじ
４６…現像バイアス接点ばね
４９…可撓性シール　４９ａ…一辺　４９ｂ…他辺
５９…ガイド　５９ａ…傾斜部　５９ｂ…ガイド挿入部　５９ｃ…直線リブ
５９ｄ…突出挿入部　５９ｅ…円弧リブ　５９ｆ…嵌合部　５９ｇ…直線リブ
５９ｈ…ガイド部挿入部
６３…カートリッジフレーム　６３ａ…トナー収納部　６３ｂ…開口部　６３ｃ…突出部
　６３ｃ１…カット部　６３ｃ２…円筒部　６３ｃ３…先端　６３ｃ４…開口　６３ｄ…
突起　６３ｅ…把手　６３ｅ１，６３ｅ２…凹部　６３ｇ…突出部　６３ｇ１…差込部　
６３ｇ２…先端面　６３ｇ３…カット部　６３ｇ４…円筒部　６３ｈ，６３ｉ…側面　６
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３ｊ１，６３ｊ２…穴　６３ｋ，６３ｋ１，６３ｋ２，６３ｋ３…ばね受け面　６３ｍ，
６３ｍ１，６３ｍ２…姿勢決めボス　６３ｍ３…中心　６３ｏ……開口　６３ｎ，６３ｐ
…結合面　６３ｑ…軸取り付け部　６３ｑ１…軸受け穴　６３ｒ…シール取付面　６３ｓ
…凹部　６３ｔ…底面　６３ｕ…被押圧部
６３Ａ…現像フレーム　６３Ａａ…フランジ　６３Ａｂ…突出部前面　　６３Ａｃ…端部
　６３Ａｂ１…長手方向平面　６３Ａｂ２…短手方向平面　６３Ａｂ３…円弧面　６３Ａ
ｂ…円弧　６３Ａｃ…端部シール貼り付け面　６３Ａｄ…円弧面　６３Ａｅ…トナー供給
開口　６３Ａｇ…円弧形凹面　６３Ａｇ１…平面　６３Ａｋ１，６３Ａｋ２…座面　６３
Ａｍ…めねじ　６３Ａｎ，６３Ａｐ…位置決め穴　６３Ａｑ…軸取り付け部　６３Ａｔ…
現像室　６３Ａｕ…舌部　６３Ａｕ１…上面　６３Ａｕ２…前面　６３Ａｖ…突条　６３
Ａｗ…ダボ
６３Ｂ…トナーフレーム　６３Ｂａ，６３Ｂｂ…フランジ　６３Ｂｃ…トナー供給開口部
　６３Ｂｄ…端板　６３Ｂｅ…軸受部　６３Ｂｆ…第一の開口　６３Ｂｇ…第二の開口　
６３Ｂｊ…平面　６３Ｂｍ…角　６３Ｂｎ…端部シール　６３Ｂｐ…トナー補給口　６３
Ｂｑ…軸受部　６３Ｂｓ…アーム　６３Ｂｔ…円弧面　６３Ｂｕ…シール面　６３Ｂｒ…
トナーシール貼り付け面　６３Ｅｇ…穴
６３Ｅｒ…カバー部分
６３Ｃ…カバーフレーム　６３Ｃｂ…フランジ　６３Ｃｄ…前壁　６３Ｃｅ…後壁
６３Ｄ…サイドカバー　６３Ｄａ…表面　６３Ｄｅ…裏面　６３Ｄｆ…円筒形突出部　６
３Ｄｊ…長穴　６３Ｄｋ…ダボ　６３Ｄｍ…折曲部　６３Ｄｎ…長穴
６３Ｄｓ…マグネット支持部（ばね保持部）　６３Ｄｓ１…押圧部　６３Ｄｔ…壁面　６
３Ｄｐ，６３Ｄｑ…ダボ　６３Ｄｒ…穴　６３Ｄｕ…ダボ
６３Ｅ…サイドカバー　６３Ｅａ…取付面　６３Ｅｂ…ダボ　６３Ｅｃ…小ねじ用穴　６
３Ｅｆ…円筒形突出部　６３Ｅｇ…カバー部　６３Ｅｈ…内側面　６３Ｅｉ…トナーシー
ル開口　６３Ｅｊ…トナーシール導出斜面　６３Ｅｋ…平面
６３Ｅｍ…角部　６３Ｅｑ…穴　６３Ｅｒ…カバー部分
６３Ｆ…カップリングフレーム　６３Ｆａ…小ねじ用穴　６３Ｆｂ，６３Ｆｃ…突出軸　
６３Ｆｄ…穴　６３Ｆｅ…めねじ　６３Ｆｆ…円筒形突出部　６３Ｆｇ…ダボ　６３Ｆｋ
…取り付け面　６３Ｆｒ…穴
６４…シャッター　６４ａ…丸穴　６４ｂ，６４ｃ，６４ｄ，６４ｍ，６４ｙ…シャッタ
ー　６４ｅ，６４ｆ…側壁　６４ｇ…カバー部　６４ｈ…開き端　６４ｉ…内面　６４ｊ
…後縁　６４ｋ…開口　６４ｎ…カム縁　６４ｐ，６４ｑ…穴　６４ｒ…駒　６４ｓ…座
　６４ｔ…シャッター係合凹部　６４ｕ…孔　６４Ｙ，６４Ｍ，６４Ｃ，６４Ｂ…カート
リッジ識別部
７０…ガイド部
７１…ロック部材　７１ａ…支持部　７１ｂ…ロック係合部　７１ｃ，７１ｄ…取り付け
部　７１ｇ…アーム部
７３…トナーシール引き抜き把手
８１…透光性部材　８１ａ…円筒面　８１ｂ…フランジ　８１ｃ…凹部
８２…透光性部材　８２ａ…平坦面　８２ｂ…フランジ　８２ｃ…凹部
８３…発光部材
８４…入力光ガイド部材　８４ａ…入射面　８４ｂ…反射面　８４ｃ…出射面
８５…出力光ガイド部材　８５ａ…出射面　８５ｂ…反射面　８５ｃ…入射面
８６…受光部材
８７…基板
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】
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【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】
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【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】 【 図 ４ ０ 】
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【 図 ４ １ 】 【 図 ４ ２ 】

【 図 ４ ３ 】 【 図 ４ ４ 】
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【 図 ４ ５ 】
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